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凡
例一

、�

本
書
に
は
、
二
松
学
舎
大
学
所
蔵
の
山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
書
簡
を
中
心
に
収
録
し
た
が
、

一
部
に
個
人
蔵
を
含
む
。
後
者
に
は
資
料
番
号
に
＊
を
附
し
た
。

一
、
人
物
の
呼
称
は
汎
用
さ
れ
て
い
る
姓
号
を
基
本
と
し
、
年
齢
表
記
は
数
え
歳
に
よ
る
。

一
、
図
版
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
・
解
説
・
翻
刻
は
、
町
泉
寿
郎
が
担
当
し
た
。

一
、�

本
書
は
、
二
松
学
舎
大
学
大
学
資
料
展
示
室
の
企
画
展
「
三
島
中
洲
と
近
代
―
其
十
一
―�

�
山
田
方
谷
と
三
島
中
洲
の
書
簡
―
」（
期
間2025/9/16

～10/31

）
の
展
示
図
録
を
兼
ね

る
も
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

今
回
は
、
近
年
新
た
に
本
学
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
山
田
方
谷
と
三
島
中
洲
の

書
簡
資
料
を
中
心
に
展
示
す
る
こ
と
に
し
た
。
今
回
で
一
一
回
目
を
数
え
る
企
画
展
「
三

島
中
洲
と
近
代
」
で
は
、
毎
回
書
簡
資
料
を
展
示
し
て
き
て
い
る
が
、
方
谷
と
中
洲
の
書

簡
を
メ
イ
ン
に
し
た
展
示
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。
展
示
の
内
容
と
し
て
は
、
三
島
中

洲
の
事
蹟
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
書
簡
に
よ
っ
て
た
ど
れ
る
よ
う
に
考
え
て
み
た
。

書
と
し
て
見
て
も
、
方
谷
の
書
は
流
麗
か
つ
切
れ
味
が
あ
り
、
中
洲
の
書
は
方
谷
か
ら

の
影
響
を
承
け
つ
つ
も
師
に
比
し
て
素
朴
だ
が
、
明
治
二
七
年
の
大
患
を
境
に
書
風
が
変

化
し
、
晩
年
の
独
特
な
風
格
あ
る
書
に
至
る
。
書
簡
に
も
そ
れ
は
現
れ
て
い
る
の
で
、
中

洲
の
三
十
代
か
ら
八
十
代
に
至
る
書
の
変
化
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

従
来
、
本
学
に
所
蔵
さ
れ
て
き
た
山
田
方
谷
と
三
島
中
洲
の
書
簡
資
料
は
実
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
か
っ
た
。
三
島
中
洲
の
書
簡
が
少
な
い
の
は
当
然
で
も
あ
っ
て
、
発
信
者
の
も

と
に
書
簡
が
残
る
こ
と
は
少
な
い
し
、
そ
も
そ
も
、
三
島
家
の
資
料
は
書
籍
が
漢
学
塾
時

代
以
来
収
蔵
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
文
書
類
は
三
男
復
宛
以
外
は
基
本
的
に
は
本
学
に

残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
書
市
場
等
か
ら
購
入
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。

で
は
方
谷
書
簡
は
ど
う
か
。
三
島
中
洲
は
自
他
と
も
に
認
め
る
山
田
方
谷
の
高
弟
で
あ

り
、
三
十
数
年
に
わ
た
る
師
弟
関
係
か
ら
、
両
者
の
間
に
は
膨
大
な
書
簡
の
往
復
が
あ
っ

た
は
ず
で
あ
り
、
事
実
、
国
分
胤
之
編
『
魚
水
実
録
』
上
下
や
『
山
田
方
谷
全
集
』
に
は

数
多
く
の
三
島
中
洲
宛
て
の
山
田
方
谷
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
方
谷
の
養
孫
で

中
洲
の
高
弟
で
も
あ
る
山
田
準
（
号
済
斎
）
が
方
谷
の
年
譜
や
全
集
の
作
成
に
従
事
し
た

た
め
、
中
洲
の
手
も
と
に
残
さ
れ
て
い
た
方
谷
来
簡
は
三
島
家
か
ら
山
田
準
に
渡
り
、
更

に
山
田
準
は
『
山
田
方
谷
全
集
』
の
完
成
後
、
戦
後
の
窮
乏
時
代
に
編
纂
・
刊
行
に
協
力

し
た
関
係
者
に
方
谷
書
簡
を
贈
っ
て
謝
意
を
表
し
た
こ
と
に
よ
り
四
散
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
山
田
敦
氏
所
蔵
の
親
族
宛
書
簡
、
高
梁
歴
史
美
術
館
所
蔵
の
資
料
群
な
ど

が
あ
り
、
本
学
に
も
近
年
の
寄
贈
品
・
収
集
品
を
中
心
に
数
十
通
の
方
谷
書
簡
が
所
蔵
さ

れ
る
。

中
洲
書
簡
で
は
、
他
機
関
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

の
阪
谷
朗
廬
文
書
中
の
も
の
な
ど
が
早
く
か
ら
知
ら
れ
、
筆
者
が
近
年
調
査
に
参
加
し
て

い
る
岡
山
県
児
島
の
野
﨑
家
に
も
相
当
数
の
中
洲
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

本
学
に
所
蔵
さ
れ
る
中
洲
関
係
の
書
簡
の
多
く
は
、
筆
者
が
そ
の
収
蔵
の
経
緯
を
聞
知

し
て
い
る
よ
う
な
比
較
的
近
い
時
期
の
購
入
や
寄
贈
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
門
人
で
は
山

田
準
・
那
智
佐
典
・
小
野
静
雄
に
宛
て
た
も
の
や
、
三
島
中
洲
宛
の
来
簡
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
先
に
『
三
島
中
洲
研
究
』
に
翻
刻
を
収
録
し
て
紹
介
し
た
。
ま
た
友
人
南
摩
綱
紀
と

の
往
復
書
簡
も
『
三
島
中
洲
と
近
代 

其
一
』
に
翻
刻
を
収
録
し
た
。

そ
の
後
近
十
年
に
、
本
学
の
所
蔵
資
料
は
寄
贈
と
購
入
に
よ
っ
て
確
実
に
増
加
し
、
大

学
資
料
展
示
室
と
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
通
し

て
逐
次
公
開
し
て
き
た
。
先
年
は
中
洲
の
母
柳
の
生
家
で
あ
る
小
野
家
（
備
中
浅
口
郡
大

谷
村
の
大
庄
屋
）
の
資
料
が
小
野
重
五
郎
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
、『
三
島
中
洲
と
近
代 

其
八
』

（
二
〇
二
二
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
。

今
回
新
た
に
、
三
島
中
洲
の
生
家
で
あ
る
西
三
島
家
（
備
中
窪
屋
郡
中
島
村
の
庄
屋
を

務
め
た
家
柄
）
の
家
伝
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。
西
三
島
家
資
料
は
従
来
未
紹
介
の
資
料

で
あ
り
、
方
谷
・
中
洲
の
師
弟
関
係
を
よ
く
示
す
方
谷
書
簡
や
、
倉
敷
浅
尾
騒
動
の
際
の

動
向
を
記
し
た
幕
末
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。
西
三
島
家
資
料
の
全
貌

を
紹
介
す
る
に
は
、
ま
だ
少
し
時
間
を
要
す
る
が
、
今
回
の
展
示
は
そ
の
最
初
の
お
披
露

目
と
な
る
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

長
年
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
家
伝
資
料
の
保
存
に
努
め
ら
れ
、
今
般
そ
の
貴
重
な
資
料
を

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
三
島
信
氏
に
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

令
和
七
年
九
月

山
田
方
谷
と
三
島
中
洲
の
書
簡

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
大
学
資
料
展
示
室
運
営
委
員
会
委
員

�

町　

泉
寿
郎

33
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Ⅰ 山田方谷書簡

-1）図版掲出　山田方谷書簡　三島中洲宛　（慶応元年 1865）五月二日
三島中洲は師山田方谷（1805 ～ 1877、名球、通称安五郎、字琳卿）から送られた書簡を三十巻の巻子にして保管して
いたが、門人で山田家を継承した山田準（1867 ～ 1952）が『方谷先生年譜』（1905 年刊）を編纂して方谷の事蹟・学問
の顕彰に従事したことから、方谷書簡巻は山田準の所有に帰した。昭和十八年に二松学舎専門学校校長を退任した山田
準は『山田方谷全集』の編纂に力を注ぎ、同書の編纂刊行に協力した人々に書簡巻を贈与して謝意を表した。したがって、
今日この三十巻は四散して所在不明になっているが、新見市大佐在住の戸田俊治氏は第十・十一・十三・十四・二十一・
二十三の六巻を所蔵している。
展示品は三十巻中の第六巻で、近年、本学の所有となったもの。慶応元年四月から五月の三島中洲宛山田方谷書簡が
六通（4/6、4/6、4/6、4/10、5/2、5/4）を収録する。書簡の宛名は中洲が明治三年（1870）以前に名乗っていた別号「桐
南」（生家にあった古桐の傍らに書斎を構えたことにちなむ）となっているものが多い。
五月二日書簡は、新たに発行する五分の藩札のデザインに関するやりとりで、藩札流通のために彼らが腐心していた
様子がうかがえる。

1 山田方谷書簡巻　三島中洲宛　慶応元年四～五月
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-2）図版掲出　山田方谷書簡　三島中洲宛　（慶応元年 1865）五月四日
書簡の内容は、前掲の五月二日書簡と同様に、五分藩札をうまく流通させるための方策と、吹屋や鋳勇山などの鉱山
と鉄の江戸輸出のこと、隣藩新見藩主の動向などが記されている。
書簡冒頭の別筆の「年月日（no.） 山田状」は三島中洲による書き入れで、山田方谷書簡を三十巻に編纂する際に記し

た書簡の年代と年毎の番号。もと裏面に書かれていたが、装丁の際に切断し反転したもの。
箱書は山田準によるもので、昭和二十二年『山田方谷全集』編纂完了記念として芳賀直次郎に贈られたものであるこ
とが分かる。
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山田方谷から三島中洲の兄舒太郎（1827 ～ 1899 名縄正、西三島家六代）に宛てた書簡である。これに先立って舒太郎
から方谷に対して、方谷のもとで修学している「弘三」という人物について、学問を続けさせることの可否や将来性に
ついて問い合わせた書簡があり、本書簡はそれに対する返書である。
中洲は幼名を「広次郎」と称したことが知られているが、内容からみて「弘三」は中洲のことで「弘三」とも称した
と考えられる。かつ嘉永三年（1850）には通称を「貞一郎」と改めているので、本書簡はそれ以前の時期のものであり、
『中洲三島先生年譜』に「学術大進、挙為塾長」とある嘉永元年（1848、中洲十九歳、方谷四十四歳）もしくはその翌年
のものと推定する。
方谷は舒太郎に対して弘三のことを「近来ハ才気も大ニ進ミ詩文等ハ年齢ニ合せ候へハ抜群とも可申程ニ出来掛ケ申
候場合、今一両年も是迄之通御修業有之候へハ土台ハ屹度出来可申」、「此節大切之場ニ御座候間、無御二念御世話も被
進度」云々と記し、その将来性を高く評価し修学継続のために支援するよう勧めている。

2 山田方谷書簡　三島舒太郎宛　
（嘉永元年または二年1848・49）十月十二日
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三島中洲は嘉永五年（1852）三月、二十三歳で山田方谷の家塾牛麓舎を辞して伊勢国津藩に遊学し斎藤拙堂（1797 ～
1865）に従学した。天保十四年（1843）に十四歳で入塾して以来、方谷に十年近く師事したことになる。
本書簡は、津遊学中の中洲が方谷に近況を知らせた書簡に対する方谷の返書である。この時、備中松山藩からは中洲だ
けでなく栂尾屯斎と板倉慎斎も津藩に遊学しており、中洲は彼らと切磋琢磨して遊学生活を送ったが、方谷書簡にある「国
家有用之学出来候様御世話奉希候」から考えると、中洲は板倉慎斎らの世話係の役割も担ったように思われる。追伸では、
方谷は後妻を迎えることについて相談している。

3 山田方谷書簡　三島（中洲）宛　（嘉永五年1852）十一月三日
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安政三年（1856）三月、二十七歳となった三島中洲は五年間の津藩遊学を終えて帰郷した。翌年六月、方谷門の先輩
進鴻渓（1821 ～ 1884 名漸、通称昌一郎）が方谷の書簡を持参して備中松山藩への仕官を勧めるために来訪。中洲は更な
る成学のために四つの条件を記した「与進督学書」（『中洲文稿』第一集第一巻所収）を起草し、これが藩から許されて、
七月に藩から学資三人扶持を支給されることになった。これを受けて九月には再び遊学の途に就き、京都の諸儒を訪問し、
また近江国大溝藩に川田甕江（1830 ～ 1896 名剛、字毅卿）を訪問して方谷の意を帯して備中松山藩への仕官を勧め、十
月に再び京都に戻って旧師友に再会し、そのまま江戸に向かった。
本書簡は、中洲が備中松山藩からの学資支給が決定し、まだ遊学に出発せず郷里に居た際、中洲から仕官の報告を受
けた方谷が中洲に送った返書である。方谷は「今般之御受俸」を「何ゟ之御孝養」と祝うとともに「益御勉力」を期待
している。一方、同年八月に藩主板倉勝静（1823 ～ 1889）は奏者番に加えて寺社奉行を兼務することになり、幕府政治
家としての経歴をスタートする。これを受けて中洲の書簡には勝静が幕政改革に手腕を発揮することを期待する文面が
あったらしいが、方谷はその中洲の見解を「大早計」であるとたしなめ、江戸ではそのようなことを口にしてはならぬ
と厳しく注意している。

4 山田方谷書簡　三島（中洲）宛　（安政四年1857）八月三十日
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安政四年（1857）十月に江戸に出た二十八歳の三島中洲は、木挽町（現銀座三丁目）にあった備中松山藩の中屋敷に入っ
た。江戸在住の諸儒（安積艮斎・安井息軒・塩谷宕陰・藤森弘庵ら）を歴訪して存分に学問的交流に打ち込むことがで
きたらしく、その報告を聞いた方谷は「可羨事已」と羨望している。方谷書簡に「同居之人も得益」と見えていること
から、中屋敷内では同藩の者との相部屋であったことも分かる。方谷書簡には「都下も不穏之風聞」ともあって、前年
来の米国使節ハリスとの修好通商条約交渉が進行中であることから、攘夷論者の動向など、中洲から方谷に都下の風聞
も報知されていたことが窺える。
また「村上堤修業出立ニ付、例之姓名帳端書被頼」（図版下段２～３行目）とあるのは、遊学する門人に対して方谷が
その人物を紹介する「英名録」という文章を書き与えていたことを指している。「村上提英名録序」は『山田方谷全集』
巻一「漢文編」所収、村上は備中松山藩士で、剣術を好み、江戸に遊学した。

5 山田方谷書簡　三島（中洲）宛　（安政五年1858）正月二十九日
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安政五年（1858）、二十九歳の三島中洲は安積艮斎（1791～1861通称祐助）の門籍に連なり、更に四月に大学頭林復斎（1800
～ 1859 名韑、述斎六男）に入門し昌平坂学問所書生寮に入寮した。入寮したての中洲は、斎藤拙堂等から送られた書を
携帯しており、それを同学に得意顔で示して先輩たちから注意されることもあったという（岡千仞『在臆話記』）。
本書簡は、中洲から書生寮入寮を知らせる手紙を受け取った時の方谷の返書。文面から、この時に川田甕江の備中松
山藩仕官の件を周旋するよう進鴻渓と林抑斎（1813 ～ 1871 通称富太郎）から中洲に依頼する書簡二通も同封されていた
ことがわかる。一般に川田甕江の備中松山藩仕官は安政四年末のこととされているが（『山田方谷全集』年譜）、本書簡、
および本書簡の七ヶ月後に書かれた三島中洲宛山田方谷書簡（安政五年十一月二十八日付）にも川田の仕官に関する話
題が見えることから、安政五年の時点では川田の仕官は決着していなかったことが分かる。
安政六年（1859）三月に昌平坂学問所を辞して帰郷した中洲は、正式に備中松山藩士として召し抱えられ藩校有終館
の会頭となった。更に翌万延元年（1860）四月に昌平坂学問所書生寮に再遊し、才能ある者が選ばれる名誉ある職とさ
れる詩文掛となっている。

6 山田方谷書簡　三島（中洲）宛　（安政五年1858）四月二十八日
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文久二年（1862）は、備中松山藩にとっても山田方谷・三島中洲にとっても、幕末政治史の渦中に身を投ずる画期となっ
た年である。三月に藩主板倉勝静が老中となり外国事務を担当することとなった。方谷の補佐を必要とした勝静は四月
に方谷を江戸に召し出し、十一月には方谷は江戸城で将軍家茂に拝謁している。方谷は板倉勝静が困難な政治課題を解
決し得ないことを見越して早々に辞職するよう勧めたが、譜代の家に生まれた勝静（桑名松平家出身）にはそれは困難
であった。藩政とは勝手が違い意の如くにならない状況に置かれた方谷は再三辞職帰国を願い出て、漸く許されて文久
三年二月に帰国している。一方、三島中洲は文久二年九月に江戸に召されて西国諸国探索の密命を受け、十月十三日か
ら翌年二月初旬まで三か月余りの旅に出かけ、この間に『西国探索録』『観風詩録』『瓊浦筆談』等の記録をまとめている。
展示品は、江戸から帰郷した方谷が、ほぼ時を同じくして西国から帰郷した中洲に宛てて、帰隠した今の心境を六首
の和歌の形で贈ったもの。方谷の和歌作品は、『山田方谷全集』に七十首余り収録されているが、本作は第五首目（図版
下段冒頭）のみ収載され、その他の五首は未収録作品である。

7 山田方谷書簡　（三島中洲）宛　（文久三年1863二月頃か）
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差出しと宛先について簡単に記せば、毛利大膳は長州藩主毛利敬親（1819 ～ 1871）。広沢藤右衛門（1834 ～ 1871 広沢
真臣）、山田宇右衛門（1813 ～ 1867）は共に長州藩士。小笠原左京大夫は豊前小倉藩主小笠原忠幹（1827 ～ 1865）。熊
谷弾介と広瀬徳次郎は共に小倉藩士。広沢・山田・熊谷・広瀬は他藩との応接を担当した人物らしい。
書簡の内容は、第二次長州征討の余波として、立石孫一郎（1832 ～ 1866 倉敷豪商大橋家の婿）ら第二奇兵隊の脱走者
たちが倉敷代官所や浅尾藩陣屋を襲撃する倉敷浅尾騒動（慶応二年四月）を引き起こしたため、この事態を受けて長州
藩から小倉藩に対して脱走者のうち藩領内に立ち戻った脱走者たち二十七人を捕縛して処刑したと報じている。
前後二回の長州征討における山田方谷・三島中洲の動向は次のようであった。元治元年（1864）の第一次長州征討には、
山陽道の先鋒を拝した板倉勝静が十月に帰藩し、十一月三日に藩士を率いて備中松山を出発、三島中洲は小荷駄奉行と
して従軍している。山田方谷は安政六年（1860）以来、城下を離れた長瀬に転居して自ら主張する藩士の土着を実践し
ていたが、藩主や主要藩士が従軍し留守の兵権（統帥権）を委任されることとなり、頼久寺に駐営し郷兵を組織して藩
境の守備に当たらせた。長州側は責任者の切腹や藩主父子の謝罪によって恭順の意を示したが、その一方でこれを不満
とする高杉晋作の奇兵隊等の活動が激化していった。勝静以下の藩兵は慶応元年（1865）正月に備中松山に凱旋し、三
島中洲は広島で残務処理をして二月に帰藩している。次いで慶応元年（1865）の第二次長州征討には方谷・中洲ともに
目立った従軍などはしていないが、倉敷浅尾騒動が起こった際に倉敷代官所では広島出張中の桜井代官に代わって留守
を守った者の中に舒太郎の長男で中洲の甥にあたる三島定太郎（時正 1849 ～ 1866）がおり、討死してしまうのである。

8 広沢藤右衛門・山田宇右衛門書簡　熊谷弾介・広瀬徳次郎宛　
三島中洲写　（慶応二年1866）四月二十九日

Ⅱ 三島中洲書簡
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倉敷浅尾騒動によって中洲の甥三島定太郎（時正）が十八歳で討死したのは慶応二年四月九日（十日早暁）のことである。
その知らせはすぐに備中松山の中洲のもとに伝わったらしいが、立石孫一郎の率いる第二奇兵隊脱走兵が備中松山を目
指して北上中に惣社の宝福寺に陣取ったことから、騒動は松山藩にとっても他人事ではなく、中洲も不眠不休で領内の
警備強化や惣社への出兵に当たらざるを得なかった。
中洲は多忙を極めるなかでも本書簡に先んじて四月十二日の定太郎の葬儀に出席できない旨を知らせていたらしい。

「初七日」にあたる四月十五日にしたためられた本書簡では、中洲は備中松山の近況を伝え、時正の戒名を訊ね、また時
正の敵を討ちたく思っていたが諸事情から敵を取り逃がし残念千万であると言い、名誉ある討死をした定太郎が後世ま
で祭祀が執り行われるよう自分が碑文を撰文し画像も残してやりたいと言っている。

9 三島中洲書簡　三島舒太郎宛　（慶応二年1866）四月十五日
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本書簡は日付も差出人も宛先も書かれていないが、内容から慶応二年四月の倉敷浅尾騒動に際して備中松山藩の立場
から見た状況が記されており、前掲・書簡１０に添えて同封された「別紙」であると考えられる。備中松山藩・浅尾藩・
備前藩がそれぞれ惣社に出兵して暴徒たちを取り囲んでいながら、互いに様子見をしているうちに取り逃がしてしまっ
たことが記され、浅尾藩と備前藩が攻撃の時期を失したことに対して厳しい評価を下している。

10 三島中洲書簡　（三島舒太郎宛）　（慶応二年〈1866〉四月十五日）
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本書簡から、五月に入って中洲が中島村の三島家を訪れて定太郎の霊を弔ったことが分かる。中洲は嫡男を失った三
島家の人々が「追々寂寥」を募らせていることだろうが、「何事も天命と御明メ第一」と述べて、舒太郎夫婦と老母柳を
労わっている。
「圭之助」とあるのは騒動の首謀者である立石孫一郎のことで、孫一郎は第二奇兵隊に入隊する以前は倉敷の豪商豪農
の大橋家に入婿して大橋敬之助と称した。立石孫一郎らはその後落ち延びて周防に上陸したが、既に長州藩では厳罰に
処する決定がなされており、四月二十六日に討取られている。
また「ゲベール銃」「ヒストン（ピストル）」など、舒太郎が銃の購入を中洲に依頼していることも注目される。銃は
農村における自衛のためのものであろうか。

11 三島中洲書簡　三島舒太郎宛　（慶応二年1866）五月十六日
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三島中洲が撰文した三島定太郎時正の墓碑銘。三島家の菩提寺中島山実際寺の墓域に「節士三島時政墓」（代官桜井久
之助筆）が立てられ、その側面に刻されている。また『中洲文稿』第一集にも収録されているがかなり異同がある。

13 三島中洲撰「亡姪三島時正墓銘」　三島中洲自筆　（慶応二年1866）

今日、三島定太郎（時正）の名を知る者は稀だが、当時は倉敷代官所の襲撃事件によって定太郎が討死したことは近
隣に広く知られた事件であった。本資料は、新見藩の某が作った三島定太郎の戦死を悼む五言古詩を人づてに示された
三島中洲が、この詩を写し取り、兄舒太郎に書き送ったもの。定太郎の忠節に対して幕府は金十両を賞賜し、三島家に代々
名字帯刀を許し、宅地一反の租税を免除した。

12 五言古詩「聞三島定太郎戦死有此作」　三島中洲写　（慶応二年1866）
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本資料は、慶応四年（1868）四月四日に新政府軍の代表が江戸城西之丸に入城し、旧幕府方に提示した和平の条件書
の写しである。三島中洲の筆跡であることから、この情報に接した中洲が郷里の兄のために書き写して送ったものと考
えられる。
江戸城開城の際の条件は以下の通りであった。第一条：徳川家の家名存続、慶喜の水戸退去謹慎。第二条：江戸城を
尾張藩に明け渡す。第三条：軍艦・鉄砲の引き渡し。第四条：城内の家臣の退去謹慎。第五条：慶喜を補助した者たち
は死一等を宥免。
実弟である中洲が備中松山藩の要職にあったという事情もあずかって、三島舒太郎は窪屋郡中島村の庄屋として幕末
維新期の正確な情報に接していたと言えるだろう。

14 「四月四日西丸へ勅使橋本殿柳原殿御入城、田安中納言へ御渡ニ相成候勅諚
之写」　三島中洲写　（慶応四年〈1868〉四月頃）
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慶応四年（1868）正月に鳥羽伏見で戦端が開かれた後、大坂城にあった徳川慶喜は六日夜板倉勝静を含む重臣を伴っ
て密かに脱出して海路江戸に還ったが、朝廷からは直ちに慶喜への追討命令が出された。備中松山藩に対しても朝廷か
ら岡山藩主に征討の命が下され、これを受けて十三日には家老伊木若狭を鎮撫使とする岡山藩兵が松山城下から南に三
里の美袋（現総社市）に駐営し、松山藩側は家老大石隼雄とともに三島中洲が使者として交渉に当たった。必死の交渉
によって無血開城に漕ぎつけた中洲は、三浦泰一郎（1829 ～ 1910 号仏巖）と共に帳簿の整理に当たり、十八日には鎮撫
使を城下に迎えている。一方、大坂城に残された藩士たちは、重臣熊田恰（1825 ～ 1868）が率いて玉島港に帰着したが、
鎮撫使の要求により二十二日に熊田恰は切腹。
関東では藩主板倉勝静が世子万之進（勝全）とともに日光に蟄居していたが、四月に官軍に投降し宇都宮城に幽閉され、
更に旧幕軍が宇都宮城を攻略し、板倉父子は旧幕軍とともに東北各地を転遷して一時行方不明となる。翌年、父子は箱
館から海路東京に戻って新政府に自首し禁錮処分となる。また松山藩は二万石に減封され家名存続が許されることにな
り、分家から勝弼（1847 ～ 1896）を迎える。
本書簡は、慶応四年四月に備中松山藩家老から備前藩家老に出されたものの写しであり、年少の世子万之進に罪はな
く松山に迎えて養育したいので、その旨を朝廷に取りなしてほしいと歎願している。この時点で万之進の行方を把握し
ていないことが窺える。

15 （備中松山藩家老より備前藩家老への歎願書）　三島中洲写　
慶応四年（1868）四月
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明治二年（1869）十月に板倉勝弼を知藩事とする高梁藩が発足したのを受けて、十二月に三島中洲は旧主が禁錮に処
されている時に顕職に居ることはできないとして辞職を申し出、翌年正月にこれが許されて家督を三歳の長男桂に譲り、
自らは上田姓に改めた。明治五年（1872）正月に勝静の禁錮が赦される。中洲はこの頃から東京の川田甕江を通じて明
治政府への出仕を勧められており、方谷に相談して五月末には新政府への出仕を決断、七月二十日に徴命を受け取り、
八月中旬に東京に出た。本書簡は出京後の近況を三島家の親族に報じたもの。

16 三島中洲書簡　三島竹翁・三島舒太郎・三島寛平宛　
（明治五年1872）十月二十八日
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舒太郎から中洲に、購入すべき新聞について問い合わせがあり、これを受けて中洲から「太政官日誌三十冊、新聞雑
誌十七冊」が送られ、西洋翻訳書も追々送ると記している。
東京に出た中洲は湯島の板倉邸に寄寓し、九月十三日に司法省七等出仕を拝している。
高梁に留まっている家族を東京に呼び寄せることについても相談している。
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舒太郎と共に封筒に記された宛名は共に窪屋郡中島村の同族で、「（三）島竹翁」は中島村の実業家、「（三）島官平」
は中庄屋家から分家して松三島家を立てた三島寛平兼政（1836 ～ 1898）のこと。
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三島中洲の明治以降の東京における経歴は以下の通りに概括できる。
　明治五～十年に司法省で民事の裁判官（このうち六～八年三月まで新治裁判所）。
　明治十二～十九年に東京大学において漢学を講じる（明治十四～十九年教授）。
　明治二十一～二十三年に司法省検事として民法の修文に携わる。
　明治二十九年三月より亡友川田甕江の後任として宮内省御用掛・東宮侍講となる。
中洲が東京に出た後も舒太郎との兄弟仲は極めて濃やかで、毎月書簡の往復を絶やさなかった。明治十四年（1881）
五～六月には舒太郎と妹増子が上京して、江戸で客死した亡父寿太郎正昱の墓を改装するなどしている。
本書簡は、中洲が東宮侍講を拝命した明治二十九年の年末のもので、天皇・皇后から冬用の洋服地と金十五円が、東宮
から白羽二重生地が贈られたことを伝え、兄妹に十五円の為替を贈ったので何か記念品でも買い求めて欲しいとを記し
ている。沼津御用邸に伺候する途次に立寄ると記している「大磯小野」は、中洲の母方の親類小野随鷗（1829 ～ 1908、
一歳年長の叔父）のことである。

17 三島中洲書簡　三島舒太郎宛　（明治二十九年1896）十二月二十四日
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＊19 三島中洲書簡　島田篁村宛　
明治二十八年（1895）九月二十九日

中洲の三歳年長の兄舒太郎縄正は明治三十二年（1899）一月十三日に七十三歳で没した。西三島家では舒太郎の長男
定太郎時正が早く亡くなった後、同族の三島寛平（松三島家初代）の長男竹太郎を養子にとったので、竹太郎が家督を
継承した。竹太郎の母国は藤戸村の大庄屋日笠武一郎と中洲の妹増子との間に生まれた子で、日笠家と三島家とは縁組
を重ねた間柄であった。
本書簡は、明治四十五年（1912）七月三十日に明治天皇が崩御した後、大正天皇が践祚したが、東宮侍講の中洲が引
き続き天皇の侍講を務めることになったことを知らせたもの。

18 三島中洲書簡　三島竹太郎宛　大正元年（1912）九月二十四日
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三島中洲は明治二十七年（1894）七月に新潟県に遊び、佐渡に渡り八月一日に脳溢血で倒れ、以
後一ヶ月あまり赤倉温泉で療養につとめて九月九日に帰京。以後、右手がやや不自由になった。療
養に努め文字を書く訓練にも励んだ中洲は次第に恢復し、明治二十八年九月には帝国大学講師の委
嘱を受けて十月から出講することとなった。当時の大学の学年暦は九月開始・七月終了であった。
本書簡は、帝国大学教授の島田篁村（1838 ～ 1898 名重礼）から講師を嘱託されてこれを受諾し
た時のもの。中洲と島田篁村は東京大学時代に共に教授を務めていた旧知であり、この出講依頼の
使いに立った令息島田鈞一（1866 ～ 1937、第一高等学校教授）は古典講習科（漢書課後期）の時代
の生徒でもある。また鈞一は川田甕江の女を娶っている。

＊19 三島中洲書簡　島田篁村宛　
明治二十八年（1895）九月二十九日

不
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歴史学者・文章家として著名な川田甕江（1830 ～ 1896 名剛）は、三島中洲にとって同年同郷で五十年来の親友であ
り、幕末維新期には中洲は備中松山の国許、甕江は江戸藩邸にあって難局を乗り切った同志である。甕江は明治二十六
年（1893）から宮内省東宮職御用掛を務めていたが、二十九年（1896）二月二日に薨去。その後任として、中洲が宮内
省東宮職御用掛を継承することになった。三月二日に宮内省から東宮職御用掛を委嘱され、六月十六日には東宮侍講を
拝している。
本書簡は、東宮職御用掛に就任するに伴い、昨年秋より出講していた帝国大学文科大学の講師嘱託を辞職することを
島田篁村に申し出たもの。

20 三島中洲書簡　島田重礼宛　明治二十九年（1896）三月二日
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野口多内（1876 ～ 1949 号三山）は新潟新発田の出身で、二松学舎に学び明治三十年に外務省留学生として北京留学、
義和団事件には日本公使館に籠城。その後も外交官や実業家として長く中国大陸で活動した人物。
本書簡の背景としては、明治三十三年（1900）十～十一月に実業家の手島知徳（1859 ～ 1907 号寧宇・海雪・秋水）が
農商務省から嘱託を受けて中国・直隷沿岸の塩業調査を行った際、手島が中洲の紹介によって野口を訪問し、野口から
清国の官僚や文人などを紹介されたことがあった。手島は塩業家・貴族院議員の野﨑武吉郎（1848 ～ 1925）の従兄弟で
あり側近、また中洲の姻族であり門人でもある。書簡の内容は、帰国した手島からに野口から託された贈物を受け取り、
中洲が手島に宛てた礼状。
後年、手島の人脈によって呉汝綸（1840 ～ 1903）とその姪婿の廉泉が来日時に三島中洲を訪ねている。

＊21 三島中洲書簡　野口多内宛　（明治三十三年1900）十一月二十九日
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福島安正（1852 ～ 1919）は幕末に講武所・開成所に学び、司法省出仕、次いで陸軍省に転じ、明治十一年（1878）に
二松学舎に学んでいる。語学に堪能な福島は情報将校の道を歩み、日露戦争によって男爵となり、明治四十五年（1912）
四月に関東都督府の都督（長官）となった。本書簡は、福島都督に拝謁を希望する野口から依頼されて中洲から野口に
書き与えた紹介状である。二松学舎出身で、野口と親交のあった清宮宗親（1876 ～ 1936）なども福島の人脈によって陸
軍通訳官の職に就いた人物である。

＊23 三島中洲書簡　福島安正宛　（明治四十五年1912）七月二日

野口多内は北京、福州、安東の領事館に書記官として勤務。後に退官し安東県で「満鮮
日報」等を創刊した。本書簡は福州領事館時代の野口の中洲の交流を示すもので、『武威
山誌』『朱子学的』『文公肖像』が野口から中洲に贈られたことが知られる。

＊22 三島中洲書簡　野口多内宛
明治三十七年（1904）七月二十一日
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Ⅲ 三島中洲来簡
24 三島中洲来簡集『名家尺牘』二巻（ 四・五）

▲三島中洲題字

▲四屋恒之書簡 ▲牧馬宛　中洲書簡

▲川北梅山書簡

▲土居香国書簡
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三島中洲宛の来簡を巻子本に表
装したもの。封筒宛名に「三島桂」
と記されているものが混じること
から、中洲の長男桂の子孫に伝え
られた資料である可能性がある。

▲信夫恕軒書簡▲堤静斎書簡

▲高辻修長書簡

▲渡辺千秋書簡▲信夫恕軒書簡
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▲香川敬三書簡

▲尾崎忠治書簡 ▲渋沢栄一書簡

▲島田篁村書簡

▲広橋賢光書簡
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▲豊原宛　中洲書簡 ▲阪谷芳郎書簡

▲杉本重遠宛　中洲書簡

①　三島中洲題字　　　
②　三島中洲書簡（牧馬宛）：牧馬（1863 ～ 1956）津山出身、漢学者、号雪翁
③　四屋恒之書簡：四屋恒之（1831 ～ 1906）日向延岡藩士、号穂峰
④　川北梅山書簡：川北梅山（1823 ～ 1905）伊勢津藩士、名長顒、字有孚、通称新甫
⑤　土居香国書簡：土居香国（1850 ～ 1921）土佐国佐川の人、名通豫、字子順、通称寅五郎
⑥　信夫恕軒書簡：信夫恕軒（1835 ～ 1910）鳥取藩医の家に出生、名粲、字文則、別号天倪
⑦　堤静斎書簡：堤静斎（1827 ～ 1892）豊後の人、名正勝、字威卿、別号皆山閣
⑧　高辻修長書簡：高辻修長（1840 ～ 1921）公家・漢学者、紀伝道の家に生まれる
⑨　渡辺千秋書簡：渡辺千秋（1843 ～ 1921）諏訪藩士、宮内省官僚、伯爵
⑩　信夫恕軒書簡：既出
⑪　香川敬三書簡：香川敬三（1839 ～ 1915）水戸藩士、宮内省官僚、伯爵
⑫　渋沢栄一書簡： 渋沢栄一（1840 ～ 1931）実業家、号青淵、子爵
⑬　尾崎忠治書簡：尾崎忠治（1831 ～ 1915）土佐藩士、司法省官僚、大審院長、男爵
⑭　島田篁村書簡：島田篁村（1838 ～ 1898）江戸生まれ、名重礼、字敬甫、考証学者
⑮　広橋賢光書簡： 広橋賢光（1855 ～ 1910）公家、伯爵、内務省・宮内省官僚
⑯　阪谷芳郎書簡：阪谷芳郎（1863 ～ 1941）阪谷朗廬の四男、渋沢栄一の女婿、大蔵官僚
⑰　三島中洲書簡（豊原宛）：
⑱　三島中洲書簡（杉本重遠宛）：杉本重遠（1846 ～ 1921）佐原藩士、内務官僚、妻は三島中洲の養女
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Ⅳ 三島中洲の知人たちの書

主君板倉勝静に宛てて開国交易・鎖国攘夷の得失について論じた建白書。

（左）＊25 山田方谷書幅（建白書）

（右）＊26 島田重礼書幅　七言絶句「蓬 載筆図」
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信夫恕軒と中洲は互いの詩文を批評し合う関係であったほか、恕軒は二松学舎にも出講した。本詩は「猴郎」が豊臣秀吉、
「黧面翁」が徳川家康を指し、慶長十九～二十年の大坂の陣を詠じたもの。

＊27 信夫恕軒書幅　七言絶句
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堤静斎は、咸宜園や昌平黌に学び、元治元年に幕臣とな
る。長三洲を盟主とする玉川吟社にも参加した。静斎は明
治政府に出仕するも旧佐幕派ゆえに不遇で、明治十一年
（1878）辞して飯田町に開塾した。大審院判事の職を失い、
先に二松学舎を開塾していた中洲と親交し、「静斎隄君墓
碣銘」も中洲の撰文にかかる。門下に松平康国（天行）や
一時、堤家に入婿した吉田増蔵（学軒）がある。
本詩は『玉川吟社小稿』や『皆山閣詩鈔』に収録され「備
後三郎（児島高徳）」を詠じたものである。

＊28 堤静斎書幅　七言律詩
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長三洲（1833 ～ 1895 名炗）と中洲は親交とまでは言えないが、幕末以来の交流があり、三洲歿後、中洲がその墓碑銘
を撰文している。本詩は、『南豊大家詩選』下（1915 刊）に「十二月望」と題して収録する。

＊29 長三洲書幅　七言律詩
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末松謙澄（1855 ～ 1920）は新聞人・政治家・官僚。朝鮮文人との交流などを通して、晩年の中洲と交流があった。本
詩は法学博士増島六一郎（1857 ～ 1948 号日窟）の麻布の宅に招かれた時の作。『青萍集』巻十二によれば増島邸はもと
毛利藩邸であり、赤穂浪士がここで切腹し、また乃木大将が誕生した場所でもあることからこの様に詠じている。

＊30 末松謙澄書幅　五言律詩「日窟園小集」
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31
三島兄弟妹（舒太郎・中洲・増子）肖像
明治十四年（1881）画　明治二十四年（1891）賛
舒太郎55歳　中洲52歳　増子49歳
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近
澤
ゟ
御
聞
可
被
下
候
。
早
々
拝
答
。

四
月
六
日　
　

方
谷　
　

桐
南
兄

　

尚
々
昨
今
別
而
不
快
ニ
付
而
ハ
御
答
も
殊
ニ
粗
略
、
御
推
恕
可
被
下
候
。

②　
〔
慶
応
元
年
（
七
）　

四
月
六
日
私
事　

山
田
〕（
山
田
方
谷
全
集
第
三
巻
、p214-

215

所
収
）

盛
暖
愈
御
佳
適
奉
賀
候
。
一
昨
日
ハ
縁
談
一
条
御
尋
申
候
処
、
益
造
帰
り
程
能
相
整
候
趣

御
申
越
、
大
ニ
致
安
心
候
。
尚
昨
日
ハ
委
細
之
儀
も
相
聞
可
申
と
存
候
処
、
好
便
無
之
事

ニ
被
存
候
ニ
付
、
又
々
小
价
差
上
候
間
、
御
一
報
被
下
度
相
待
申
候
。
其
上
此
方
相
談
取

極
、
吉
日
等
も
早
々
可
申
上
候
。

一 

国
事
も
御
申
越
之
儀
致
承
知
候
。
上
坂
ハ
相
成
候
ハ
ヽ
神
戸
壱
人
に
て
可
然
か
と
愚

案
ニ
ハ
存
候
。
乍
去
是
も
老
朽
之
指
揮
ニ
可
及
事
ニ
ハ
無
之
候
。
任
衆
議
候
。
先
ハ
右
可

申
述
如
此
、
尚
期
後
喜
候
。
不
一
。　
　

四
月
六
日　
　

方
谷　
　

桐
南
兄

③�

〔
慶
応
元
年
（
八
）　

四
月
六
日
私
事
〕（
山
田
方
谷
全
集
第
三
巻
、p214-216

所
収
）

　
　

桐
南
兄　
　

球

縁
談
一
条
今
朝
承
り
ニ
人
遣
候
処
、
今
便
御
細
書
委
曲
御
申
越
被
下
、
安
心
大
慶
之
至
ニ

存
候
。
何
事
も
追
々
御
相
談
可
申
、
廿
四
日
と
相
成
候
得
ハ
大
分
日
間
も
有
之
候
事
故
、

別
而
緩
々
相
考
候
半
と
都
合
宜
敷
存
候
。
結
納
取
計
方
之
儀
も
尤
ニ
致
承
知
候
。
乍
憚
益

造
へ
も
呉
々
宜
敷
謝
候
様
御
伝
可
被
下
候
。
和
介
江
も
御
序
ニ
同
様
御
伝
伝
奉
希
候
。
益

造
附
添
来
く
れ
候
へ
ハ
事
足
申
候
。
和
介
事
ハ
何
れ
此
邊
通
行
之
序
も
有
之
候
ハ
ヽ
立
寄

く
れ
可
申
、
態
々
来
り
候
事
ハ
必
々
無
用
ニ
い
た
し
く
れ
候
様
、
前
以
御
断
置
可
被
下
候
。

先
ハ
右
之
段
可
申
述
、
尚
期
後
喜
候
。
早
々
不
一
。

四
月
六
日

④�

〔
慶
応
元
年
（
九
）　

四
月
十
日　

山
田
状
〕（
魚
水
実
録 

上 p428-429

所
収
） 

昨
日
は
御
使
命
御
苦
労
存
候
。
扨
御
帰
後
郷
兵
御
透
見
之
事
再
考
い
た
し
候
処
、
五
六
日

相
延
し
、
万
一
御
差
支
之
事
出
来
ハ
、
又
ハ
雨
天
な
と
に
て
又
延
引
と
成
候
而
ハ
、
兼
而

被
差
急
候
向
ニ
於
而
別
而
失
望
有
之
候
而
ハ
如
何
ニ
付
、
矢
張
一
旦
被
仰
出
通
之
期
日
可

然
と
も
存
候
。
付
而
ハ
相
考
候
処
、
具
足
之
方
ハ
壱
組
分
百
六
拾
領
斗
ハ
ま
い
り
居
可
申

間
、
先
ハ
そ
れ
丈
差
出
拝
見
も
為
致
、
壱
組
ツ
ヽ
着
用
致
方
為
習
置
候
ハ
ヽ
可
然
と
存
候
。

諸
組
不
残
御
調
ニ
相
成
居
候
間
、
何
れ
も
同
様
ニ
心
得
居
候
様
と
御
達
有
之
候
ハ
ヽ
相
済

可
申
候
。
小
銃
ハ
大
野
製
ま
い
り
居
候
間
、
庄
屋
へ
引
替
遣
候
分
丈
ハ
十
分
有
之
、
今
般

之
序
ニ
御
渡
有
之
度
、
尤
以
前
ハ
渡
方
不
足
ニ
成
居
可
申
間
、
今
度
ハ
能
相
改
十
分
ニ
御

渡
引
替
已
ニ
無
之
不
足
之
補
も
可
有
之
と
存
候
。
此
段
ハ
日
高
之
方
被
聞
合
不
申
而
ハ
分

り
申
間
敷
と
存
候
。
具
足
も
其
内
ニ
ハ
揃
可
申
、
何
卒
庄
屋
共
へ
ハ
不
残
拝
見
為
致
、
尚

又
彼
等
ニ
可
渡
金
紋
之
分
ハ
是
も
壱
通
着
用
為
致
置
度
、
庄
屋
社
人
共
之
御
透
見
ハ
月
末

ニ
も
相
成
候
得
ハ
、
右
之
都
合
ニ
別
而
宜
敷
候
。
此
段
奉
行
方
へ
も
一
応
御
申
談
有
之
度

候
。
右
再
考
之
処
一
寸
申
進
候
。

一 

大
坂
九
牛
一
毛
ハ
前
ニ
申
候
通
、
百
両
ニ
弐
分
不
足
、
千
両
ニ
ハ
四
両
斗
之
割
合
ニ



4041

■■■Ⅴ　資 料 編

当
り
申
候
。
そ
れ
に
て
も
真
ニ
一
毛
に
て
候
。
右
差
引
向
之
事
ハ
昨
年
申
候
通
、
又
々
考

付
候
事
可
申
進
候
。
早
々
不
一
。

四
月
十
日　

方
谷

　

尚
々
頂
戴
之
御
菓
子
相
達
、
難
有
拝
味
仕
候
。

⑤　

�〔
慶
応
元
年
五
月
二
日　
（
十
）　

山
田
状
〕（
魚
水
実
録 

上 p433-435

所
収
）

拝
啓
、
梅
雨
中
愈
御
清
適
御
勤
、
珍
重
奉
存
候
。
然
ハ
先
日
御
申
越
之
五
分
札
之
印
相
考

候
処
、
御
書
面
之
形
至
極
宜
敷
候
得
共
、
尚
も
能
分
候
様
と
存
、
別
紙
之
通
試
ニ
相
認
候
。

御
元
に
て
も
尚
御
考
、
可
然
御
極
可
被
成
候
。
扨
又
能
分
候
か
元
よ
り
肝
要
ニ
候
得
共
、

又
苟
且
ニ
相
成
候
而
ハ
眼
力
有
之
者
之
気
請
ニ
掛
り
候
間
、
念
入
候
処
も
一
ツ
ハ
無
之
而

ハ
不
宜
も
の
ニ
候
。
面
倒
ニ
ハ
候
得
共
、
印
を
二
ツ
ニ
致
候
而
ハ
如
何
。
又
譜
牒
之
番
付

も
壱
ツ
押
置
度
事
ニ
候
。
百
両
ニ
付
壱
番
ツ
ヽ
之
印
を
加
へ
、
千
両
ニ
成
候
得
ハ
十
番
ニ

至
候
。
右
を
次
第
ニ
使
出
候
か
、
又
ハ
渡
候
口
ニ
よ
り
番
分
ニ
致
候
か
、
種
々
致
方
可
有

之
。
何
れ
後
ニ
ハ
混
雑
い
た
し
候
得
共
、
当
分
之
内
帰
札
之
模
様
に
て
使
出
申
し
之
工
合

を
知
り
候
為
ニ
宜
敷
候
。
後
年
引
上
候
節
に
も
為
ニ
相
成
候
事
も
有
之
候
。
新
札
ハ
始
之

使
出
し
之
巧
拙
に
て
大
ニ
利
害
有
之
も
の
ニ
御
座
候
。
此
程
ハ
山
方
詰
之
衆
に
て
能
心
得

被
申
度
事
ニ
御
座
候
。
先
ハ
右
申
述
度
如
此
。
尚
追
々
可
申
承
候
。
拝
白
不
一
。　

五
月
二
日　

方
谷　

桐
南
兄

　

�

尚
々
今
般
新
札
之
行
は
れ
次
第
に
て
旧
札
之
勢
に
も
響
き
候
事
故
、
苟
且
之
事
有
之
而

ハ
不
相
成
候
。
鄭
重
ニ
御
取
計
大
切
ニ
存
候
也
。

⑥　

�〔
慶
応
元　

五
月
四
日　

山
田
状　
（
十
一
）〕（
魚
水
実
録 

上 p435-437

所
収
）

昨
日
ハ
進
へ
御
托
之
御
用
状
相
達
、致
拝
見
候
。
愈
御
安
適
奉
賀
候
。
然
ハ
五
分
札
払
底
、

追
々
な
ら
て
ハ
集
り
不
申
由
、
定
而
可
然
と
存
候
。
使
ひ
出
し
も
追
々
之
方
宜
敷
、
先
つ

一
山
へ
弐
百
両
つ
ゝ
も
遣
し
置
、
其
内
集
り
次
第
ニ
御
出
し
可
被
成
候
。
両
替
願
出
居
候

者
へ
札
座
よ
り
回
達
可
然
候
。
其
外
町
方
ハ
正
金
ニ
不
及
、
目
札
引
替
に
て
寄
り
次
第
差

出
候
様
、
町
役
よ
り
達
に
相
成
候
而
も
宜
敷
と
存
候
。
御
囲
金
札
に
て
引
替
不
苦
事
使
出

し
申
、
替
り
金
ハ
両
山
へ
蓄
へ
可
有
之
事
故
、
其
金
を
御
囲
之
金
と
見
置
候
而
少
し
も
取

欠
不
申
様
致
候
事
大
切
に
て
候
。
其
段
両
山
詰
役
ニ
も
能
心
得
候
様
御
達
有
之
度
事
ニ
存

候
。
扨
又
厘
札
之
事
御
尤
ニ
存
候
。
壱
分
札
も
出
し
候
而
可
然
、
沢
山
ニ
御
あ
つ
ら
へ
可

然
候
。

一 

右
五
分
札
之
仕
法
御
用
達
共
頭
立
候
者
へ
ハ
一
応
御
達
可
然
、
西
口
奥
筋
之
者
ヘ
ハ

別
し
て
心
得
方
申
聞
置
申
度
、
其
外
油
屋
神
代
鎮
山
上
市
両
家
之
者
へ
も
御
達
、
吹
屋
ハ

長
尾
屋
戎
屋
共
へ
も
御
達
有
之
度
存
候
。

一 

鋳
勇
山
之
事
倉
敷
へ
御
届
之
事
、
元
来
此
儀
ハ
買
入
之
節
可
有
之
事
ニ
候
処
、
延
引

ニ
成
居
、
今
般
ハ
出
役
も
詰
候
故
、
別
而
無
沙
汰
に
て
ハ
不
宜
敷
候
。
山
林
ハ
同
地
と
ハ

違
売
買
ハ
不
苦
候
趣
、
伯
州
之
山
も
備
中
へ
多
分
買
取
候
例
も
有
之
、
上
市
久
次
郎
な
と

へ
聞
合
候
得
ハ
宜
敷
存
候
得
共
、
不
快
中
ゆ
へ
六
ヶ
敷
候
。
扨
御
届
向
ハ
如
何
に
て
可
宜

哉
、
何
卒
大
田
よ
り
旧
来
段
々
願
出
候
訳
合
尚
又
年
限
中
取
締
之
為
支
配
役
人
遣
し
置
候

儀
も
申
入
置
度
と
存
候
。
鐡
ハ
武
備
用
並
ニ
産
物
は
江
戸
廻
之
補
ニ
も
致
候
段
申
立
可
然

候
得
共
、
此
儀
ハ
尋
無
之
ニ
事
々
敷
申
て
も
及
間
敷
存
候
。
乍
去
此
儀
ハ
御
用
席
方
ハ
勿

論
、
奉
行
方
へ
も
御
相
談
之
上
御
極
メ
可
然
候
。
尚
又
御
申
越
之
通
何
も
代
官
方
に
も
及

申
間
敷
、
益
造
に
て
も
御
遣
に
て
ハ
如
何
。
美
袋
之
和
右
衛
門
な
と
倉
敷
之
事
呑
込
居
候

間
こ
れ
に
て
ハ
如
何
。
尚
御
考
可
被
成
候
。

一 

米
町
方
払
承
知
い
た
し
候
。

一 

江
戸
両
度
之
書
状
着
ニ
付
、御
廻
逐
一
披
見
、可
驚
形
勢
ニ
存
候
。
御
勇
断
恐
賀
之
至
、

何
卒
御
成
功
之
程
奉
仰
望
候
。

一 
西
郷
氏
江
今
便
何
卒
貴
兄
よ
り
御
書
通
被
下
、
先
日
新
見
に
て
丸
川
よ
り
御
聞
有
之

候
新
見
侯
東
覲
御
免
に
て
直
に
帰
在
ニ
付
、
全
く
我
公
之
御
蔭
之
様
ニ
被
悦
候
次
第
、
委

敷
御
申
遣
被
下
度
奉
存
候
。
此
儀
ハ
外
よ
り
も
承
候
間
、
無
相
違
事
と
被
存
候
。
江
戸
に

て
も
御
隣
交
専
御
講
之
折
柄
早
々
御
為
知
申
度
事
と
存
候
間
、
此
段
無
相
違
御
申
遣
可
被

下
候
。
先
右
申
述
度
、
如
此
ニ
御
座
候
。
不
一
。　
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五
月
四
日　

山
田
安
五
郎　

三
島
貞
一
郎
様

02　

山
田
方
谷
書
簡　

三
島
舒
太
郎
宛
（
嘉
永
元
・
二
年
十
月
十
二
日
）

先
般
は
弘
三
子
成
学
ニ
付
、
貴
書
被
下
、
辱
致
拝
見
候
。
時
下
寒
冷
之
処
、
御
挙
舘
御
揃

愈
御
壮
康
被
成
御
起
居
恭
賀
之
御
事
ニ
奉
存
候
。
敝
屋
無
事
罷
在
、
乍
憚
御
降
心
可
被
下

候
。
弘
三
子
御
丈
夫
ニ
御
精
学
ニ
御
座
候
。
御
同
慶
奉
存
候
。
誠
ニ
先
度
ハ
始
而
拝
面
、

大
幸
之
至
、
全
躰
其
節
ハ
御
尋
申
上
候
積
ニ
御
坐
候
処
、
帰
宅
之
日
限
相
迫
り
御
無
沙
汰

仕
、
本
意
ニ
相
背
候
処
、
態
々
御
出
被
下
、
尚
又
結
構
之
御
酒
迄
御
恵
投
被
下
、
万
々
辱

拝
謝
仕
候
事
ニ
御
座
候
。
扨
御
書
面
之
趣
、
弘
三
子
御
事
御
相
談
被
下
、
御
尤
之
御
深
慮

ニ
御
座
候
。
其
節
緩
々
御
咄
も
申
候
へ
は
委
細
御
咄
も
可
申
候
処
、
不
能
其
儀
、
残
念
ニ

奉
存
候
。
御
同
人
事
年
来
御
来
学
相
試
申
候
処
、
尤
篤
実
之
性
質
、
行
末
成
業
も
可
有
御

座
、
近
来
ハ
才
気
も
大
ニ
進
ミ
、
詩
文
等
ハ
年
齢
ニ
合
せ
候
へ
ハ
抜
群
と
も
可
申
程
ニ
出

来
掛
ケ
申
候
場
合
、今
一
両
年
も
是
迄
之
通
御
修
業
有
之
候
ヘ
ハ
土
台
ハ
屹
度
出
来
可
申
、

其
上
に
て
ハ
志
次
第
に
て
ハ
如
何
様
之
上
達
も
相
成
候
事
と
奉
存
候
。
此
節
大
切
之
場
ニ

御
座
候
間
、
無
御
二
念
御
世
話
も
被
進
度
御
事
、
於
小
生
も
其
段
相
楽
ミ
居
候
事
故
、
何

分
ニ
も
御
勧
メ
申
度
と
奉
存
居
候
処
ニ
、
今
般
御
尋
問
之
御
書
面
ニ
預
り
申
候
ニ
付
、
幸

ヒ
右
之
段
申
上
候
事
ニ
御
座
候
。
右
ニ
も
申
上
候
通
、
一
生
之
成
業
ハ
志
之
一
ツ
ニ
有
之

候
へ
ハ
、
外
ゟ
請
合
候
事
ハ
難
致
候
へ
共
、
弘
三
子
ニ
於
而
ハ
篤
実
之
性
質
ニ
御
座
候
間
、

志
之
変
候
様
之
事
も
有
之
間
敷
、
才
力
之
処
ハ
屹
度
出
来
候
程
之
持
前
ハ
有
之
候
段
ハ
無

相
違
奉
存
候
。
此
儀
ハ
小
生
申
候
迄
ハ
無
之
、
外
へ
御
尋
被
成
候
而
も
十
目
之
所
視
も
御

座
候
得
ハ
、
御
安
心
被
成
、
何
分
不
相
替
御
世
話
被
成
候
様
奉
祈
事
ニ
御
座
候
。
尚
来
春

共
々
罷
出
事
も
可
有
之
、
拝
面
万
々
御
咄
可
申
上
候
間
、
先
右
御
答
迄
荒
々
申
述
候
。
恐

惶
拝
白
。

十
月
十
二
日　
　

山
田
安
五
郎　

三
島
舒
太
郎
様

03　

山
田
方
谷
書
簡　

三
島
中
洲
宛　
（
嘉
永
五
年
）
十
一
月
三
日

一
筆
拝
呈
、
時
下
薄
寒
、
筆
硯
愈
御
清
適
被
成
御
勤
業
、
遥
賀
之
至
奉
存
候
。
敝
屋
一
同

無
事
、
乍
憚
御
降
心
可
被
下
候
。
誠
ニ
其
後
ハ
申
訳
も
無
之
御
無
音
打
過
、
春
来
東
役
在

府
中
、
其
地
ゟ
之
御
一
左
右
可
有
之
と
相
待
候
処
何
之
使
も
無
之
、
帰
途
御
出
会
之
一
言

も
有
之
、
期
日
申
遣
度
と
存
候
へ
共
、
何
方
へ
向
申
遣
候
定
も
無
之
、
且
長
途
山
川
阻
遠
、

定
日
も
難
計
、
終
ニ
無
其
事
、
関
駅
辺
行
過
候
節
ハ
不
勝
残
懐
候
事
共
ニ
御
座
候
。
浪
華

ニ
二
旬
余
も
滞
留
、
初
秋
帰
着
、
其
後
御
細
簡
一
通
到
達
、
忙
手
拝
披
之
処
、
先
以
御
着

後
万
事
御
都
合
好
、
逐
日
御
精
業
之
由
承
之
、
抃
舞
之
至
、
大
慰
永
懐
候
。
乍
去
斎
藤
翁
・

土
井
君
御
留
主
之
由
、
是
已
ハ
御
当
分
之
大
闕
事
と
奉
存
候
。
尤
不
遠
内
帰
国
之
趣
、
乍

此
上
御
切
瑳
御
上
達
千
万
祈
望
之
事
ニ
御
座
候
。
今
般
爰
元
ゟ
板
倉
氏
奉
命
往
学
、
当
藩

に
て
ハ
珍
敷
事
、
一
同
致
大
慶
候
。
委
細
栂
尾
生
へ
申
遣
置
候
。
何
分
御
申
合
御
勉
励
被

下
、
国
家
有
用
之
学
出
来
候
様
御
世
話
奉
希
候
。
先
般
之
御
書
面
其
御
藩
文
武
之
盛
、
実

ニ
不
負
所
聞
、
欽
仰
之
至
ニ
奉
存
候
。
尚
逐
々
委
敷
相
分
可
申
一
美
事
に
て
も
御
申
越
被

下
度
奉
祈
候
。
先
ハ
右
申
展
度
如
此
、
尚
後
音
万
々
可
得
御
意
候
。
再
拝
白
。

霜
月
三
日　
　

山
田
安
五
郎　
　

三
島
賢
契
座
右

　

�

尚
々
御
郷
里
に
て
も
満
家
御
揃
御
安
泰
奉
賀
候
。
野
生
近
況
ハ
板
氏
ゟ
御
聞
も
可
被
下

と
、
別
ニ
不
申
述
候
。
兼
而
御
配
意
被
成
下
候
継
室
之
事
ハ
今
以
相
定
不
申
、
何
分
公

事
之
劇
、
且
ハ
多
分
在
宿
も
不
致
、
其
辺
ニ
及
候
暇
も
無
之
、
汗
顔
之
至
ニ
御
座
候
。

其
内
何
れ
ぞ
相
定
申
度
被
存
候
。
い
つ
ぞ
や
御
心
付
御
申
越
被
下
候
倉
敷
富
商
一
条
、

帰
後
早
々
先
方
へ
申
遣
、
取
糺
申
候
処
、
何
れ
ゟ
申
出
候
事
哉
、
中
人
之
造
言
ニ
も
無

之
趣
、
先
方
ゟ
断
り
申
来
、
一
笑
之
事
ニ
御
座
候
。
武
右
衛
門
爰
元
へ
来
候
ハ
、
先
年

の
挨
拶
ニ
先
方
ゟ
望
候
而
来
候
に
て
候
。
藤
井
生
先
般
藩
下
へ
引
越
被
申
付
、
先
一
安

心
い
た
し
候
。
又
拝
。

04　

山
田
方
谷
書
簡　

三
島
中
洲
宛　
（
安
政
四
年
）
八
月
三
十
日

拝
啓
、
時
下
深
冷
愈
御
安
適
、
珍
重
奉
賀
候
。
敝
屋
無
事
、
乍
憚
御
降
心
可
被
下
候
。
過

日
ハ
御
来
賁
緩
々
清
晤
、
大
幸
之
至
、
但
依
旧
薄
待
已
、
御
海
涵
可
被
下
候
。
扨
今
般
之
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御
受
俸
相
済
候
ニ
付
、
御
北
堂
御
悦
之
由
、
先
以
何
ゟ
之
御
孝
養
、
万
祝
此
事
ニ
御
坐
候
。

尚
御
前
途
之
処
得
隴
望
蜀
之
情
不
可
已
、益
御
勉
力
奉
祈
候
。
御
上
途
愈
此
節
ニ
可
有
之
、

折
角
雨
露
御
厭
可
被
成
候
。
塩
谷
江
之
書
状
、
外
ニ
申
遣
度
事
も
有
之
、
御
申
ニ
任
今
般

ハ
延
引
、
御
残
置
之
扇
子
も
拙
作
今
少
考
申
度
、
両
様
共
近
日
中
段
々
出
府
之
士
有
之
候

間
、
相
托
候
而
脇
田
迄
差
出
可
申
候
。
扨
君
公
御
役
成
恐
悦
之
至
、
御
申
越
之
通
ニ
御
座

候
。
尚
又
御
希
望
之
事
も
臣
子
之
至
情
、
御
尤
之
儀
ニ
候
得
共
、
官
途
之
事
ハ
貴
賤
共
新

旧
順
序
有
之
、
中
々
早
速
之
効
見
へ
申
も
の
ニ
無
之
、
今
日
ゟ
御
申
越
之
事
ハ
大
早
計
と

奉
存
候
。
江
都
な
と
に
て
ハ
必
発
露
無
之
様
御
緘
黙
奉
希
候
。
尚
後
音
万
緒
可
申
述
、
御

断
旁
如
斯
御
座
候
。
匆
々
不
一
。

八
月
晦　
　

山
田
安
五
郎　
　

三
島
賢
契
座
右

05　

山
田
方
谷
書
簡　

三
島
中
洲
宛　
（
安
政
五
年
）
正
月
二
十
九
日

新
禧
都
鄙
同
風
申
納
候
。
先
以
筆
硯
愈
御
佳
祥
御
迎
年
珍
重
奉
祝
候
。
敝
屋
一
同
無
事
致

加
齢
候
。
乍
憚
御
安
意
可
被
下
候
。
右
年
甫
御
賀
詞
如
此
御
座
候
。

一 

昨
年
は
御
長
途
御
無
難
御
着
府
、
爾
来
愈
御
勇
壮
御
精
業
之
御
由
奉
重
賀
候
。
其
後

両
度
之
御
書
面
皆
達
、
御
途
中
以
来
之
御
趣
逐
一
致
承
知
候
。
可
羨
事
已
ニ
御
座
候
。
御

中
屋
敷
御
留
在
御
都
合
好
、
同
居
之
人
も
得
益
候
な
と
何
ゟ
之
仕
合
ニ
御
座
候
。
都
下
も

不
穏
之
風
聞
、
御
書
面
に
て
も
略
相
分
り
、
其
後
如
何
相
成
候
哉
と
、
乍
遠
境
致
掛
念
候
。

又
々
御
見
聞
之
事
ハ
御
申
越
可
被
下
奉
希
候
。

一 

劣
生
不
相
替
紛
忙
、
去
冬
も
浪
華
行
旁
御
無
音
已
打
過
候
。
乍
去
吟
哦
ハ
不
能
廃
、

近
作
大
分
有
之
候
へ
共
、
昌
谷
之
和
韻
致
録
呈
候
。
是
ハ
有
意
之
作
ニ
候
間
他
見
ハ
御
無

用
、
何
卒
竊
ニ
御
一
評
可
被
下
候
。
尚
又
今
日
村
上
堤
修
業
出
立
ニ
付
、
例
之
姓
名
帳
端

書
被
頼
候
而
一
文
相
綴
候
、
詰
ら
ぬ
も
の
ニ
候
得
共
、
方
今
急
務
と
存
候
間
是
亦
録
呈
、

御
併
評
奉
希
候
。
是
ハ
他
見
誰
に
て
も
願
処
ニ
御
座
候
。
先
ツ
右
御
祝
書
御
着
御
歓
御
返

書
皆
相
兼
如
此
御
座
候
。
尚
後
音
永
日
可
申
置
候
、
拝
白
。

正
月
廿
九
日　
　

山
田
安
五
郎　
　

三
島
賢
契　

座
右

　

�

尚
々
御
郷
里
に
て
も
御
北
堂
始
皆
様
御
安
泰
之
由
、
奉
重
祝
候
。
扨
極
内
被
仰
越
候
事

共
一
々
拝
承
、
此
方
に
て
も
是
の
ミ
心
配
罷
在
候
。
外
評
定
而
可
然
と
始
ゟ
察
候
事
ニ

御
座
候
。
尚
其
内
御
聞
之
事
ハ
無
憚
御
申
報
被
下
度
奉
希
候
、
又
拝
。

06　

山
田
方
谷
書
簡　

三
島
中
洲
宛　
（
安
政
五
年
）
四
月
二
十
八
日

拝
啓
、
時
下
梅
溽
之
処
、
先
以
筆
硯
愈
御
清
適
御
精
業
奉
遥
賀
候
。
敝
屋
無
事
、
乍
憚
御

降
心
可
被
下
候
。
先
般
ゟ
御
入
寮
之
由
、先
御
安
心
御
業
緒
も
益
御
上
達
と
別
而
奉
祝
候
。

時
々
進
江
御
書
面
、
御
近
況
も
承
知
、
御
伝
言
ニ
預
辱
奉
謝
候
。
今
般
進
並
ニ
林
ゟ
川
田

生
筮
仕
一
条
御
托
申
候
由
、
何
分
可
然
御
周
旋
、
事
成
候
様
奉
希
候
。
同
人
ニ
御
逢
之
節

ハ
劣
生
ゟ
も
宜
敷
申
伝
候
様
御
致
伝
被
下
度
候
、
進
・
林
書
状
両
通
則
封
中
、
御
落
手
可

被
下
候
。
其
餘
万
々
申
進
度
事
、
期
後
音
候
、
拝
白
。

四
月
廿
八
日　
　

山
田
球　
　

三
島
賢
契

　

�

尚
々
、
郷
里
に
て
も
被
為
揃
愈
御
安
静
之
由
、
御
安
心
可
被
成
候
。
扨
又
春
来
呈
置
候

拙
詩
文
、
何
卒
御
一
評
御
返
却
奉
希
候
、
以
上
。

　

�

尚
々
、
川
田
之
一
条
、
大
石
氏
江
も
委
細
申
遣
置
候
間
、
此
方
江
御
相
談
之
上
、
御
取

斗
可
被
下
候
。

07　

山
田
方
谷
書
簡　

三
島
中
洲
宛　
（
文
久
三
年
二
月
頃
か
）

　
　

�

こ
そ
の
冬
よ
り
さ
り
か
た
き
お
ふ
や
け
の
事
侍
り
て
、
大
城
の
も
と
へ
も
ふ
て
居
た

り
け
る
か
、
け
ふ
し
も
事
は
て
ゝ
山
住
へ
帰
る
を
よ
ろ
こ
ひ
て
あ
ま
た
口
す
さ
み
け

る
中
に

事
は
は
て
ぬ
君
帰
り
ま
す
け
ふ
よ
り
ハ
わ
か
身
も
や
す
く
住
む
や
ま
里

世
を
う
し
と
お
も
ふ
に
あ
ら
ぬ
山
す
み
は
事
は
て
ゝ
こ
そ
帰
り
来
に
け
り

う
さ
も
な
く
帰
る
身
よ
し
や
三
よ
し
野
の
岩
の
か
け
道
ふ
み
な
ら
さ
す
も

こ
り
お
き
し
み
山
の
妻
木
負
に
ゆ
か
む
世
の
お
も
荷
を
ハ
け
ふ
そ
お
ろ
し
つ

　
　

同
し
時
い
ほ
り
の
ほ
と
り
な
る
清
水
を
見
て
よ
め
る
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汲
む
間
の
み
し
は
し
に
こ
れ
と
山
清
水
澄
む
こ
そ
も
と
の
こ
ゝ
ろ
と
は
し
れ

　
　

又
の
き
端
の
松
を
見
て

き
の
ふ
見
し
夢
そ
あ
た
な
れ
吹
さ
ま
す
の
き
の
ま
つ
風
お
と
な
た
や
し
そ

　
　

右
二
首
雖
頗
渉
述
懐
、
此
亦
不
可
無
之
情
也
、
観
者
察
焉
。　

方
谷
老
夫

右
御
一
粲
之
後
、
三
島
媼
へ
も
一
観
希
上
候
、
以
上
。

Ⅱ　
三
島
中
洲
書
簡

08　

�

広
沢
藤
右
衛
門
・
山
田
宇
右
衛
門
書
簡　

熊
谷
弾
介
・
広
瀬
徳
次
郎
宛　

三
島
中
洲

写　
（
慶
応
二
年
）
四
月
二
十
九
日

一
筆
致
啓
上
候
。
然
ハ
此
内
再
度
得
御
意
候
通
り
、
此
方
領
内
南
郡
屯
集
之
内
、
今
脱
走

候
者
追
々
領
内
罷
帰
候
ニ
付
、
早
速
召
捕
致
吟
味
候
処
、
於
国
内
致
暴
挙
候
而
已
な
ら
す
、

剰
へ
備
中
倉
敷
辺
江
罷
越
、
種
々
令
乱
妨
之
所
業
之
趣
と
申
出
候
。
彼
是
重
き
制
禁
を
背

き
重
科
難
遁
、
依
之
過
ル
廿
六
日
周
防
小
熊
毛
郡
ニ
お
ひ
て
弐
拾
七
人
令
誅
伐
候
、
其
餘

罷
帰
候
者
可
有
之
哉
ニ
付
、
厳
重
穿
鑿
申
付
置
、
猶
何
分
之
趣
も
御
座
候
へ
バ
、
追
而
可

及
御
達
候
。
此
段
幕
府
向
江
も
御
届
仕
置
候
事
、
旁
可
得
御
意
由
、
家
老
共
ゟ
申
附
如
斯

御
座
候
。
恐
惶
謹
言
。

四
月
廿
九
日　
　

毛
利
大
膳
内　

広
沢
藤
右
衛
門　

山
田
宇
右
衛
門

小
笠
原
左
京
大
夫
様
御
内　

熊
谷
弾
介
様　

広
瀬
徳
次
郎
様

09　

三
島
中
洲
書
簡　

三
島
舒
太
郎
宛　
（
慶
応
二
年
）
四
月
十
五
日

以
態
人
申
上
候
。
然
ハ
十
二
日
酒
津
便
ニ
付
し
手
紙
差
上
候
。
御
悔
ニ
私
共
難
罷
出
儀
御

断
り
申
上
置
候
。
定
而
御
承
知
被
遣
候
事
と
奉
存
候
。
何
分
先
日
以
来
浪
士
当
藩
へ
向
て

参
掛
、
尚
又
北
国
筋
よ
り
も
参
候
専
風
聞
有
之
、
一
足
も
領
分
江
入
間
敷
と
存
し
四
方
之

口
々
へ
人
数
を
出
し
、
惣
社
へ
ハ
討
手
之
人
数
を
出
し
、
笠
岡
・
一
橋
両
陣
屋
ゟ
も
御
頼

ニ
て
人
数
を
出
し
、
諸
方
之
操
出
し
大
混
雑
、
夫
々
同
役
皆
々
出
張
、
私
壱
人
彼
蕭
何
役

を
致
し
昼
夜
役
所
ニ
詰
切
り
夜
も
寐
不
申
次
第
、
無
拠
御
悔
延
引
ニ
相
成
候
段
、
御
仁
免

可
被
下
候
。今
日
ハ
初
七
日
ニ
相
当
り
候
様
存
し
、餅
少
々
差
出
候
間
、御
備
へ
可
被
下
候
。

一 

戒
名
ハ
何
と
申
候
哉
、
御
申
越
可
被
下
候
。

一 

多
用
ニ
取
紛
れ
、
且
人
ガ
皆
々
ホ
メ
呉
候
へ
バ
気
も
張
り
候
へ
共
、
少
し
閑
ニ
相
成

候
へ
バ
思
出
し
痛
敷
存
候
へ
共
、
取
返
し
も
不
出
来
、
何
分
明
メ
候
外
無
御
座
候
。

一 

何
卒
敵
討
を
致
遣
度
、
精
誠
骨
折
候
へ
共
、
別
紙
之
通
無
拠
次
第
ニ
て
取
逃
し
、
残

念
千
万
足
摺
斗
り
致
居
申
候
。
又
々
折
も
御
座
候
事
ナ
リ
。

差
急
き
如
此
ニ
御
座
候
、
頓
首
。

四
月
十
五
日
夜　
　

三
嶋
貞
一
郎　
　

三
嶋
舒
太
郎
様

尚
々
母
様
姉
様
へ
宜
敷
御
申
上
被
下
、
是
も
御
明
め
被
成
候
様
御
勧
メ
可
被
下
候
。

一 

倉
敷
変
事
ニ
皆
々
逃
出
候
へ
共
、
定
太
郎
壱
人
ハ
手
向
働
き
討
死
致
候
。
感
状
を
御

代
官
様
よ
り
御
も
ら
ひ
被
成
、
家
之
系
図
ニ
残
し
被
置
候
へ
バ
、
同
人
も
妻
子
無
之
若
死

致
候
へ
共
、
後
世
子
孫
ま
で
大
切
ニ
祭
り
可
申
と
奉
存
候
。
何
卒
碑
文
ハ
叔
父
ガ
よ
く
書

て
や
り
申
候
。
画
像
も
御
拵
へ
被
成
、
討
死
之
事
を
賛
ニ
入
て
や
り
、
後
世
へ
残
度
候
。

10　

三
島
中
洲
書
簡　
（
三
島
舒
太
郎
宛
）　
（
慶
応
二
年
四
月
十
五
日
）

　

内
々

浪
士
井
山
へ
立
て
籠
り
候
節
、
当
藩
倉
敷
へ
差
出
候
人
数
を
浅
尾
加
勢
ニ
向
け
、
惣
社
ニ

陣
取
、
尚
領
分
堺
へ
出
張
之
人
数
と
狭
討
之
姿
ニ
相
当
り
、
十
二
日
ニ
浅
尾
を
勧
而
井
山

へ
攻
掛
り
度
所
存
之
処
、
浅
尾
備
前
へ
相
談
致
し
、
先
ツ
見
合
可
申
と
て
当
藩
へ
断
り
候

ニ
付
、
無
拠
惣
社
を
引
払
ひ
遠
坂
越
ニ
て
井
山
東
北
へ
廻
り
、
一
手
ニ
て
討
掛
候
処
、
其

夜
敵
ハ
井
山
を
出
て
浅
尾
を
焚
打
ニ
致
し
、
拾
三
人
斗
り
之
首
を
取
り
申
候
。
当
藩
人
数

ハ
留
守
中
ゆ
へ
救
ふ
事
も
不
出
来
、
備
前
ハ
三
軒
屋
ニ
て
見
物
、
救
も
不
致
よ
し
。
翌
朝

愈
浅
尾
大
変
相
分
り
、
此
方
人
数
又
々
惣
社
へ
立
戻
り
、
備
前
も
惣
社
迄
出
張
ニ
付
申
合

せ
、
十
三
日
夜
、
備
前
ハ
南
ヨ
リ
、
此
方
ハ
東
ヨ
リ
攻
掛
り
候
約
束
之
処
、
備
前
ゟ
使
者

ニ
て
家
老
か
不
参
と
か
何
と
か
申
て
暫
時
見
合
せ
呉
候
様
申
来
、
皆
々
歯
を
ギ
リ
ギ
リ
云
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し
な
が
ら
も
、
此
方
斗
り
ニ
テ
攻
掛
候
節
、
も
し
備
前
が
後
よ
り
討
候
と
き
ハ
馬
鹿
等
敷

事
ゆ
へ
、
無
拠
見
合
わ
せ
候
処
、
其
夜
六
人
斗
り
浪
士
抜
出
、
翌
十
四
日
朝
陣
屋
西
門
よ

り
皆
々
逃
出
川
下
へ
下
り
残
念
千
万
之
事
ニ
御
座
候
。
其
跡
ニ
て
備
前
ゟ
陣
屋
へ
少
々
発

砲
致
候
よ
し
。
最
早
カ
ラ
屋
敷
ゆ
へ
何
之
変
も
無
之
事
、
此
時
此
方
之
人
数
浪
士
追
討
致

掛
候
へ
共
、
備
前
ニ
隔
ラ
れ
候
ゆ
へ
、
長
追
ハ
無
用
と
て
大
将
相
留
メ
申
候
。
右
之
次
第

ニ
て
、
残
念
至
極
ニ
御
座
候
。
浅
尾
も
此
方
と
同
意
し
十
二
日
先
方
へ
攻
入
候
へ
バ
右
之

不
覚
も
有
之
間
敷
ニ
、
備
前
之
説
ニ
従
ひ
大
禍
を
と
り
可
憐
事
な
れ
共
、
実
ハ
臆
病
と
愚

と
二
ツ
ニ
テ
自
招
き
候
禍
ニ
て
世
上
之
笑
を
と
り
申
候
。
備
前
ハ
如
何
思
候
哉
、
全
く
勧

て
禍
を
と
ら
せ
申
候
。
浅
尾
ニ
人
か
あ
れ
バ
大
怨
ニ
御
座
候
。
当
藩
ハ
二
夜
と
も
備
前
ニ

邪
魔
を
被
致
攻
取
候
事
不
出
来
、
是
が
口
惜
き
斗
り
ニ
御
座
候
。
何
分
ニ
も
備
前
が
脇
下

よ
り
取
逃
し
候
ニ
当
り
申
候
。
御
地
辺
ニ
て
ハ
如
何
申
候
哉
、
公
評
を
承
度
候
。
然
し
右

等
之
事
私
が
申
上
候
と
ハ
決
而
他
人
へ
御
話
被
下
間
敷
候
。
当
藩
と
備
前
と
の
不
和
を
生

し
て
ハ
不
宜
候
。

其
後
十
四
日
脱
亀
島
ニ
て
少
々
歩
兵
と
取
合
ニ
相
成
候
よ
し
。
終
ニ
児
島
へ
相
籠
り
候
へ

バ
、
定
而
備
前
が
逃
し
可
申
と
奉
存
候
。
今
日
ハ
公
儀
歩
兵
が
追
討
被
致
候
よ
し
。
跡
辺

ニ
ハ
無
之
哉
と
奉
存
候
。
当
藩
も
今
日
公
儀
よ
り
追
討
被
仰
付
候
ゆ
へ
、
又
々
連
島
辺
を

向
て
人
数
遣
し
申
候
。
定
而
迹
辺
と
存
候
へ
共
、
公
命
故
ニ
差
出
申
候
。
中
嶋
辺
ニ
て
ハ

昨
今
之
処
委
細
ニ
相
分
り
可
申
、
御
申
越
可
被
下
候
。

一 

全
体
浪
士
も
当
藩
を
乱
妨
、
追
々
作
州
路
へ
参
り
候
志
之
よ
し
。
愈
参
候
へ
バ
是

非
々
々
討
留
可
申
も
の
ニ
、
領
分
へ
ハ
一
足
も
入
レ
ズ
引
取
、
口
惜
き
事
ニ
御
座
候
。

11　

三
島
中
洲
書
簡　

三
島
舒
太
郎
宛　
（
慶
応
二
年
）
五
月
十
六
日

幸
便
啓
上
仕
候
。
梅
雨
中
愈
御
皆
々
様
御
清
福
奉
敬
賀
候
。
小
屋
無
異
、
御
降
心
可
被
下

候
。
然
ハ
先
日
ハ
御
取
込
中
へ
罷
出
、
御
邪
魔
申
上
候
。
其
後
御
手
紙
被
下
、
早
々
相
届

き
難
有
拝
見
仕
候
。

一 

追
々
寂
寥
ニ
相
成
、
御
欝
々
被
成
候
事
と
奉
察
候
。
何
分
無
此
上
可
惜
事
ニ
て
、
思

出
し
候
程
腹
ハ
立
候
へ
共
、
致
方
無
之
、
何
事
も
天
命
と
御
明
メ
第
一
ニ
御
座
候
。
御
三

人
様
と
も
餘
り
御
欝
々
被
成
候
よ
り
、
終
ニ
ハ
病
気
を
引
出
候
様
相
成
候
て
ハ
、
定
太
郎

ニ
於
て
も
満
足
致
し
不
申
、
此
段
私
共
も
甚
以
心
配
仕
候
間
、
呉
々
御
明
ら
め
可
被
成
候
。

一 

圭
之
助
之
党
も
防
州
へ
上
陸
、
終
ニ
防
州
手
ニ
て
被
討
取
候
風
説
有
之
候
。
今
少
し

実
否
難
分
候
。

一 

藝
州
も
去
朔
日
宍
戸
備
後
介
ハ
不
快
ニ
候
へ
共
、
末
家
へ
御
裁
許
御
達
ニ
相
成
、
当

廿
一
日
迄
ニ
御
受
書
差
出
候
様
子
ニ
御
座
候
。
何
卒
早
く
相
倒
レ
候
様
奉
起
候
。

一 

乍
極
内
備
前
も
評
判
不
宜
、
大
心
配
ニ
て
出
張
之
役
ニ
厳
罰
申
付
、
両
人
斗
り
京
摂

へ
上
り
段
々
申
分
を
致
し
候
よ
し
。
就
而
ハ
去
十
三
日
備
前
守
様
御
内
命
ニ
て
当
藩
へ
使

者
参
り
、
実
事
申
分
け
致
し
、
互
ニ
疑
念
有
之
候
て
ハ
後
日
双
方
之
為
不
宜
と
て
懇
談
い

た
し
帰
り
申
候
。
全
ク
疑
ひ
を
晴
し
て
参
り
、
彼
此
と
浮
説
被
申
立
候
て
ハ
迷
惑
ニ
付
、

懇
談
ニ
参
候
も
の
と
見
へ
申
候
。
此
様
子
ニ
て
ハ
備
前
も
大
閉
口
之
証
据
も
見
へ
大
ニ
安

心
仕
申
候
。

一 

ゲ
ベ
ー
ル
玉
薬
入
と
も
ニ
壱
挺
六
七
両
ニ
て
手
ニ
入
り
申
候
。
何
挺
御
入
用
ニ
候
哉
。

岡
田
よ
り
も
頼
御
座
候
間
、
御
申
合
せ
、
岡
田
藩
ゟ
之
御
頼
ニ
相
成
候
へ
バ
早
々
御
世
話

可
申
候
。

一 

ヒ
ス
ト
ン
も
愈
何
挺
入
り
候
事
か
、
小
路
へ
御
相
談
、
早
々
御
申
越
可
被
成
候
。
胴

乱
も
入
り
候
へ
バ
、
大
坂
へ
可
申
遣
候
。

一 

管
五
百
、
小
路
之
誂
ニ
御
座
候
間
、
差
出
申
候
。
代
銀
弐
拾
七
匁
五
分
ニ
御
座
候
。

先
ハ
右
申
上
度
、
如
此
ニ
御
座
候
。
匆
々
不
一
。

五
月
十
六
日　
　

三
嶋
貞
一
郎　
　

三
嶋
兄
上
様

　

母
様
姉
様
へ
呉
々
御
明
ら
め
之
事
御
申
上
可
被
下
候
。

12　

三
島
中
洲
写
・
五
言
古
詩
「
聞
三
嶋
定
太
郎
戦
死
、
有
此
作
」（
慶
応
二
年
）

聞
三
嶋
定
太
郎
戦
死
、
有
此
作
。

浪
賊
襲
県
廨　

前
後
奪
門
扉　

島
君
甫
十
八　

英
爽
如
晨
暉　

決
然
守
士
節　
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不
顧
独
力
微　

揮
剣
当
衆
敵　

満
身
血
濺
衣　

何
肯
退
一
歩　

叱
咤
猶
突
囲　

君
分
非
禄
食　

何
能
死
如
帰　

可
醜
犬
羊
輩　

奔
竄
忍
人
譏　

寸
断
君
雖
斃　

英
名
永
峨
巍

右
之
詩
新
見
藩
之
人
作
候
よ
し
ニ
て
、
為
見
候
も
の
有
之
、
写
し
掛
御
目
申
候
。

13　

三
島
中
洲
撰
「
亡
姪
三
島
時
正
墓
銘
」　

三
島
中
洲
自
筆　
（
慶
応
二
年
）

亡
姪
三
島
時
正
墓
銘

亡
姪
諱
時
正
、
称
定
太
郎
、
備
中
窪
屋
郡
中
島
村
里
正
三
島
縄
正
嫡
子
、
而
慶
応
元
年
試

里
正
、時
長
侯
得
罪
天
朝
、幕
府
奉
詔
討
之
、連
年
未
服
、倉
舗
県
令
桜
井
公
督
蒭
粟
従
軍
。

因
撰
里
正
或
豪
農
子
弟
善
武
技
者
守
県
府
、
時
正
亦
与
焉
。
二
年
四
月
九
日
長
賊
櫛
部
某

等
百
許
人
、
果
窺
其
虚
、
航
海
而
至
、
乗
夜
襲
県
府
。
砲
声
四
起
。
守
兵
狼
狽
、
踰
牆
投

塹
、
尽
奔
逃
。
独
時
正
挺
身
舞
剣
防
之
後
門
。
傷
数
人
、
而
槍
戟
乱
下
、
銃
丸
雨
集
、
力

不
支
、
身
被
十
五
創
而
殪
。
賊
乃
火
廨
舎
而
去
。
村
民
収
屍
、
葬
実
際
寺
先
塋
。
桜
井
公

聞
警
而
帰
。
不
及
枉
駕
、
祭
墓
拭
涙
曰
、
嗚
呼
汝
善
以
死
留
守
、
不
為
一
県
無
人
、
従
者

悉
慟
。
乃
上
事
幕
府
、
五
月
閣
老
小
笠
原
公
従
陣
中
下
書
、
賞
其
忠
節
、
賜
金
若
干
、
許

其
家
世
世
称
姓
佩
双
刀
、
免
宅
地
租
。
桜
井
公
又
手
書
墓
石
題
字
賜
之
。
時
正
性
温
良
敏

警
、
而
貌
頎
然
長
大
、
好
撃
剣
打
砲
、
而
剣
為
其
所
長
。
行
年
十
八
。
仏
諡
曰
良
敏
義
勇

居
士
。
銘
曰
、

　

致
身
為
官　

賢
吏
忠
臣　

賜
褒
顕
先　

孝
子
順
孫　

汝
而
不
死　

忠
孝
道
止　

　

康
健
何
誇　

寿
考
何
喜　

汝
死
得
宜　

吾
不
敢
悲　

人
若
惋
惜　

来
視
斯
碑

　
　
　
　

叔
父　

松
山
藩　

三
島
毅
撰　
（
三
百
五
十
八
字
）

14　

�「
四
月
四
日
西
丸
へ
勅
使
橋
本
殿
柳
原
殿
御
入
城
、
田
安
中
納
言
へ
御
渡
ニ
相
成
候

勅
諚
之
写
」
三
島
中
洲
写　

慶
応
四
年
四
月
（
魚
水
実
録 

上 p755-756

所
収
）

　

�

四
月
四
日
西
丸
へ
勅
使
橋
本
殿
柳
原
殿
御
入
城
、
田
安
中
納
言
へ
御
渡
ニ
相
成
候
勅
諚

之
写

徳
川
慶
喜
奉
欺
罔
天
朝
之
末
、
終
ニ
不
可
言
之
所
業
ニ
至
候
段
、
深
被
為
悩
宸
襟
、
依
之

御
親
征
海
陸
諸
道
進
軍
之
処
、
悔
悟
謹
慎
、
無
二
念
之
趣
被
聞
食
、
被
為
垂
皇
愍
之
餘
、

別
紙
之
通
被
仰
下
候
条
、
謹
而
御
請
可
有
之
候
。
就
而
は
当
月
十
一
日
ヲ
期
限
と
し
各
件

所
置
可
致
様
御
沙
汰
之
事
。
右
日
限
既
ニ
寛
暇
之
御
沙
汰
ニ
候
上
ハ
、
更
ニ
歎
願
哀
訴
等

断
然
不
被
聞
食
、
恩
威
両
立
、
確
乎
不
抜
之
叡
慮
ニ
候
。
速
ニ
拝
膺
不
可
有
異
議
者
也
。

別
紙

第
一
条　

�

慶
喜
去
十
二
月
以
来
奉
欺
天
朝
、
剰
へ
兵
力
ヲ
以
犯
皇
都
、
連
日
錦
旗
ニ
発
砲

し
重
罪
タ
ル
ニ
依
、
為
追
討
官
軍
被
差
向
候
処
、
段
々
真
実
恭
順
謹
慎
之
意
ヲ

表
し
、
謝
罪
申
出
候
付
而
は
、
祖
宗
以
来
二
百
餘
年
治
国
之
功
業
不
少
、
殊
ニ

水
戸
贈
大
納
言
積
年
勤
王
之
志
業
不
浅
、
旁
以
別
格
深
厚
之
思
召
被
為
在
、
左

之
条
件
実
行
相
立
候
上
は
、
被
処
寛
典
、
徳
川
家
名
被
立
下
、
慶
喜
死
罪
一
等

被
宥
之
間
、
水
戸
表
へ
退
キ
謹
慎
可
罷
在
候
事
。

第
二
条　

�

城
明
渡
し
、
尾
張
藩
へ
可
相
渡
之
事
。

第
三
条　

�

軍
艦
銃
砲
引
渡
可
申
、
追
而
相
当
可
被
差
返
候
事
。

第
四
条　

�

城
内
住
居
之
家
臣
ハ
城
外
へ
退
キ
謹
慎
可
罷
在
候
事
。

第
五
条　

�

慶
喜
叛
謀
相
助
候
者
重
罪
タ
ル
ニ
依
リ
可
被
処
厳
科
之
処
、
格
別
之
寛
典
ヲ
以

死
一
等
被
宥
之
間
、
相
当
之
所
置
致
し
可
言
上
之
事
。

　
　
　
　

但
万
石
以
上
ハ
以
朝
裁
御
処
置
被
為
在
候
事
。

15　
�（

備
中
松
山
藩
家
老
よ
り
備
前
藩
家
老
へ
の
歎
願
書
）　

三
島
中
洲
写　

慶
応
四
年
四

月

去
正
月
奉
蒙
追
討
之
朝
命
、
爰
元
諸
士
一
統
奉
恐
入
屏
居
謹
慎
罷
在
候
処
、
先
般
不
存
寄

衣
食
住
厚
ク
御
手
当
被
下
置
候
様
奉
得
御
差
図
、
実
ニ
出
格
之
御
憐
恤
、
天
恩
ハ
勿
論
、

尊
藩
御
周
旋
之
御
厚
意
難
有
、
冥
加
至
極
奉
存
候
。
然
ル
処
此
節
竊
ニ
拝
承
仕
候
へ
は
、

王
師
御
東
下
、
江
戸
開
城
と
相
成
候
由
、
就
而
は
主
人
伊
賀
并
嫡
子
万
之
進
引
分
れ
僻
境

へ
立
退
、
謹
慎
仕
居
候
哉
之
風
説
承
及
候
。
爰
元
一
同
ニ
於
て
ハ
右
御
鴻
恩
を
蒙
り
、
衣
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食
住
不
自
由
無
之
罷
居
候
処
、
主
人
父
子
儀
ハ
其
所
を
失
ひ
関
東
草
野
之
間
ニ
流
離
落
魄

仕
、
饑
渇
ニ
及
候
程
も
難
斗
、
臣
子
之
至
情
、
于
実
不
安
寝
食
、
日
夜
哀
痛
罷
在
候
。
乍

去
伊
賀
儀
蒙
天
譴
候
身
分
ニ
候
間
、
唯
今
卒
爾
歎
願
仕
候
も
奉
恐
入
候
へ
共
、
万
之
進
儀

ハ
江
戸
邸
ニ
罷
在
候
間
、
大
坂
之
始
末
毛
頭
承
知
不
仕
、
殊
ニ
当
年
漸
十
一
歳
ニ
罷
成
、

何
之
辨
へ
も
無
之
者
ニ
而
、
別
而
歎
敷
次
第
ニ
存
候
間
、
何
卒
爰
元
へ
迎
帰
り
、
城
外
寺

院
之
内
ニ
而
も
為
相
慎
、
一
同
之
者
へ
被
下
置
候
衣
食
之
内
を
分
ち
保
護
養
育
仕
度
、
然

ル
上
は
一
統
益
朝
恩
之
難
有
を
奉
感
泣
拝
戴
、
兼
而
奉
歎
願
置
候
通
如
何
成
危
険
困
難
之

場
へ
も
罷
出
、
勤
王
之
実
効
相
立
度
奉
存
候
。
此
段
不
苦
被
思
召
候
へ
は
、
御
執
奏
被
成

下
、
朝
廷
洪
大
之
御
仁
恕
を
以
前
段
臣
子
不
得
止
之
至
情
被
為
聞
食
分
候
様
、
御
周
旋
之

程
泣
血
奉
懇
願
候
。
誠
恐
誠
惶
、
頓
首
謹
言
。

慶
応
四
年
辰
四
月　
　

松
山
家
老
連
名　
　

備
前
御
家
老
当

16　

�

三
島
中
洲
書
簡　

三
島
竹
翁
・
三
島
舒
太
郎
・
三
島
寛
平
宛　
（
明
治
五
年
）
十
月

二
十
八
日

拝
啓
仕
候
。
寒
気
逐
日
相
加
候
処
、
愈
御
清
福
被
繁
御
座
奉
敬
賀
候
。
二
ニ
小
生
并
ニ
守

一
君
と
も
無
異
罷
在
候
条
、
御
省
念
可
被
下
候
。
然
は
着
京
以
来
両
三
度
手
紙
差
出
候
へ

共
、御
返
書
無
之
、愈
相
届
候
哉
難
知
候
間
、三
度
ニ
壱
度
ハ
御
返
書
被
下
候
様
奉
希
上
候
。

一 

過
日
去
ル
巳
年
六
月
、
郡
県
と
相
成
候
以
前
、
華
士
族
卒
ト
平
民
と
の
貸
借
出
入
御

取
上
ニ
不
相
成
候
様
御
布
告
有
之
、
其
後
去
ル
卯
年
十
二
月
晦
日
以
前
、
御
一
新
ト
ナ
ラ

ザ
ル
時
ノ
平
民
相
互
之
貸
借
出
入
も
御
取
上
ニ
不
相
成
ト
ノ
御
布
告
有
之
、
右
ハ
無
理
ナ

ル
コ
ト
ニ
候
へ
共
、
一
旦
政
府
ヨ
リ
出
候
上
ハ
致
方
無
之
候
。
就
而
ハ
屹
度
御
心
得
も
相

成
候
事
と
存
候
ニ
付
申
上
候
。
世
間
一
統
ハ
急
ニ
ハ
知
り
不
申
候
間
、
早
ク
御
処
置
被
成

候
へ
は
、
御
損
毛
も
不
少
ト
奉
存
候
。

一 

兼
而
御
話
御
座
候
新
聞
紙
、
誠
ニ
種
類
沢
山
御
座
候
へ
共
、
其
内
別
而
役
ニ
立
候
も

の
太
政
官
日
誌
三
十
冊
、
新
聞
雑
誌
十
七
冊
、
今
般
買
入
差
上
申
候
。
尤
雑
誌
之
分
四
十

冊
分
、
前
金
ヲ
遣
シ
置
ハ
三
割
直
引
致
候
ニ
付
、
即
先
金
を
遣
置
申
候
。
因
テ
約
束
四
十

冊
之
内
、
今
日
一
冊
持
参
り
候
ニ
付
、
都
合
四
十
八
冊
差
出
申
候
。
右
約
束
四
十
冊
之
内

出
来
次
第
追
々
差
出
し
可
申
候
。

　

一�　

金
三
歩
弐
朱
ト
銭
五
百
八
十
文　

六
十
五
号
ヨ
リ
新
聞
雑
誌
四
十
冊
分
先
払
代
。

　

一�　

金
弐
歩
壱
朱
ト
五
百
五
十
文　

上
同
断　

五
十
二
ヨ
リ
六
十
四
迄
十
七
冊
代　

此

分
一
度
ニ
買
入
ニ
付
、
定
価
ヨ
リ
五
分
引
ニ
テ
如
此
。

　

一�　

六
十
匁
金　

銀
三
十
壱
匁
五
分　

太
政
官
日
誌
三
十
冊
分　

是
ハ
官
ヨ
リ
出
候
故

直
引
無
之
。

　

右�

四
十
八
冊
運
賃
二
百
里
内
ハ
一
冊
ニ
付
百
五
十
文 

即
永
壱
匁
五
分　

都
金
七
貫
弐

百
文
。

右
之
勘
定
ニ
相
成
、
凡
ソ
一
冊
代
永
四
匁
近
ニ
モ
相
成
、
随
分
高
価
ニ
当
り
申
候
。
其
御

積
り
ニ
テ
見
料
御
定
メ
可
被
成
候
。
然
し
不
勘
定
ニ
モ
相
当
り
候
へ
は
早
々
御
申
越
可
被

成
、
迹
送
り
ハ
差
止
メ
可
申
候
。

一 

右
之
外
西
洋
ノ
翻
訳
書
日
々
沢
山
出
板
ニ
相
成
申
候
。
一
見
致
せ
ハ
大
ニ
智
見
ヲ
増

し
候
モ
ノ
多
ク
御
座
候
。
然
し
是
ハ
郵
便
ニ
テ
ハ
高
価
ニ
相
成
候
ニ
付
、
少
シ
溜
置
、
船

便
ニ
テ
追
々
相
送
り
可
申
候
。
御
楽
半
分
ニ
翻
訳
商
法
被
成
、
随
分
面
白
ク
候
間
、
追
々

相
送
り
可
申
候
。

一 

高
梁
家
族
ド
モ
赤
川
氏
引
纏
ニ
テ
参
呉
候
筈
之
処
、
同
人
俄
ニ
小
田
縣
へ
出
仕
イ
タ

シ
候
故
、
如
何
可
致
と
相
談
之
手
紙
参
り
候
ニ
付
、
寅
平
カ
富
蔵
カ
両
人
之
内
付
添
被
参

呉
候
様
申
遣
置
候
間
、
定
而
其
都
合
ニ
相
成
、
竹
太
郎
亀
太
郎
も
一
緒
ニ
御
越
し
と
奉
察

候
。
右
飛
脚
ハ
道
中
ハ
馴
居
候
間
、
赤
川
ヨ
リ
慥
ニ
御
座
候
。
且
平
日
何
千
両
之
金
ヲ
持

チ
旅
行
致
候
モ
ノ
ユ
エ
金
子
御
預
ケ
越
ニ
テ
モ
心
配
無
御
座
候
。

一 
守
一
君
も
当
屋
敷
洋
学
校
ニ
テ
修
業
出
来
、
始
終
小
生
之
側
ニ
被
居
、
金
子
ヲ
コ
ギ

リ
渡
シ
ニ
イ
タ
シ
、
餘
程
窮
屈
之
様
子
ニ
御
座
候
へ
共
、
倹
約
ニ
ハ
相
成
申
候
。
乍
併
都

下
之
事
ゆ
へ
入
用
多
ク
、
一
月
五
六
両
ハ
入
り
可
申
候
。
此
段
申
上
置
候
。
小
生
抔
も
衣

服
ヤ
ラ
道
具
ヤ
ラ
当
分
ハ
無
拠
入
用
多
ク
、
此
節
ハ
月
給
百
両
モ
一
月
ニ
入
り
少
シ
モ
餘

分
無
之
、
何
卒
来
年
ヨ
リ
ハ
少
し
宛
残
度
と
心
得
居
申
候
。
先
ハ
右
申
上
度
如
此
ニ
御
座
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候
。

十
月
廿
八
日　
　

艸
々
不
一

　

�

尚
々
新
聞
之
事
、
大
谷
小
野
も
望
之
由
ニ
御
座
候
間
、
御
廻
し
被
下
、
此
手
紙
も
御
廻

し
可
被
下
候
。

　

一　

姉
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
可
被
下
候
。

　
〔
封
筒
〕［
中
］
島
村　

三
島
竹
翁
様 

三
島
舒
太
郎
様 

三
島
官
平
様　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京　

三
島
毅

17　

三
島
中
洲
書
簡　

三
島
舒
太
郎
宛　
（
明
治
二
十
九
年
）
十
二
月
二
十
四
日

寒
冷
之
節
愈
御
安
静
被
成
御
座
、
奉
敬
賀
候
。
然
ハ
小
生
も
供
春
被
仰
付
候
へ
共
、
最
早

歳
末
御
稽
古
も
御
休
ニ
相
成
候
ニ
付
、
来
春
御
学
問
始
迄
ニ
参
候
様
被
仰
聞
、
殿
下
ハ
今

日
御
発
軔
ニ
候
へ
共
、
小
生
ハ
来
一
月
六
日
ニ
出
立
、
大
磯
小
野
へ
立
寄
り
夫
ヨ
リ
沼
津

へ
参
候
積
リ
ニ
御
座
候
。
三
月
頃
迄
ハ
勝
地
ニ
罷
在
候
。
却
説
、
今
般
歳
末
御
祝
儀
ト
シ

テ
天
皇
皇
后
両
陛
下
よ
り
洋
服
上
下
地
被
下
、
皇
太
子
殿
下
よ
り
白
羽
二
重
壱
疋
被
下
、

又
両
陛
下
よ
り
別
ニ
金
拾
五
円
被
下
、
冥
加
ニ
餘
り
難
有
御
事
ニ
付
、
兄
弟
へ
分
配
シ
、

兄
様
へ
拾
円
、
お
増
へ
五
円
差
出
度
、
即
チ
別
紙
為
替
呈
上
候
間
、
難
有
御
頂
戴
被
下
、

何
か
御
求
、
御
紀
念
ニ
可
被
成
下
候
。
お
増
ヘ
ハ
別
ニ
遣
置
申
候
。
餘
ハ
年
明
目
出
度
可

申
上
候
。
早
々
頓
首
。

十
二
月
廿
四
日　
　

三
島
毅　
　

三
島
兄
上
様

　

尚
々
皆
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
可
被
下
候
也
。

18　

三
島
中
洲
書
簡　

三
島
竹
太
郎
・
三
島
実
宛　

大
正
元
年
九
月
二
十
四
日

啓
者
久
々
御
無
音
申
候
。
秋
冷
相
催
候
処
、
皆
々
御
安
全
と
相
察
申
候
。
拙
家
も
相
替
ル

コ
ト
無
之
候
。
先
般
ハ
御
大
喪
ニ
付
恐
入
候
御
事
ニ
御
座
候
。
就
而
ハ
前
之
東
宮
殿
下
御

践
祚
被
遊
候
よ
り
、
拙
老
東
宮
侍
講
之
職
も
自
然
消
滅
之
処
、
更
ニ
宮
内
省
御
用
掛
リ
ト

申
儀
被
仰
付
候
へ
共
、
不
相
替
今
上
陛
下
へ
御
侍
講
申
上
候
職
分
ニ
御
座
候
。
唯
御
政
事

之
御
暇
々
ニ
御
勉
学
被
遊
候
事
故
、
是
迄
之
通
毎
日
出
勤
ニ
不
及
、
御
用
透
キ
之
節
御
召

ニ
而
参
内
致
候
故
、
身
分
ハ
閑
ニ
相
成
申
候
。
其
代
り
正
味
之
月
給
ハ
少
シ
減
シ
申
候
。

倹
約
候
へ
は
可
也
養
老
モ
出
来
可
申
、
御
同
安
可
被
下
候
。
却
説
、
今
明
日
ハ
故
ノ
姉
様

三
回
忌
ニ
当
り
候
儀
思
出
申
候
。
因
テ
別
封
香
資
差
出
候
間
、御
霊
前
へ
御
供
可
被
下
候
。

一 

昨
二
十
二
日
深
更
ヨ
リ
昨
日
午
前
ハ
当
地
暴
風
雨
有
之
候
へ
共
、
墻
屏
等
少
々
倒
レ

候
位
ニ
テ
相
済
申
候
。
新
聞
ニ
京
坂
地
方
最
モ
烈
シ
ト
有
之
、
御
地
ハ
如
何
ニ
候
哉
、
御

見
舞
申
候
。

一 

謙
司
ハ
未
ダ
上
京
不
致
候
哉
、
分
り
不
申
、
御
尋
申
候
。

右
申
述
度
、
艸
々
不
尽
。

九
月
廿
四
日　
　

中
洲　
　

三
島
竹
太
郎
殿　

同
実
殿

　

尚
々
皆
々
へ
宜
敷
御
伝
へ
可
被
下
候
。
横
町
ヘ
モ
宜
敷
御
願
申
候
也
。

19　

三
島
中
洲
書
簡　

島
田
重
礼
宛　

明
治
二
十
八
年
九
月
二
十
九
日

秋
霖
始
放
晴
候
処
、
愈
御
清
穆
奉
賀
候
。
然
ハ
今
朝
御
令
息
様
を
以
而
大
学
嘱
托
講
師
之

儀
御
慫
慂
被
下
、不
相
替
厚
意
奉
謝
候
。
然
ル
ニ
御
承
知
之
廢
疾
翁
御
役
ニ
立
候
否
、甚
々

心
配
仕
候
。
然
ト
モ
近
来
ハ
身
体
も
九
分
九
厘
ハ
復
常
候
故
、
試
ニ
御
勧
ニ
応
し
相
勤
見

可
申
候
。
万
一
勤
兼
候
節
ハ
嘱
托
之
事
故
、
辞
退
も
容
易
と
被
存
候
間
、
斗
モ
角
拝
諾
仕

候
。
然
ル
上
ハ
何
日
比
よ
り
出
校
可
然
哉
、
又
授
業
書
籍
者
何
書
ナ
リ
ヤ
、
時
間
之
御
繰

合
等
、
委
細
前
以
御
敎
示
奉
願
候
。
病
後
保
養
中
ニ
付
、
成
丈
気
楽
ニ
勤
度
候
間
、
時
間

等
ニ
ハ
我
儘
之
儀
申
上
候
も
難
計
、
御
含
置
可
被
下
候
。
右
ハ
為
拝
答
如
此
ニ
御
座
候
。

頓
首
。　

九
月
廿
九
日　

毅　

島
田
先
生
侍
史　

尚
々
御
令
息
様
へ
宜
敷
被
仰
上
可
被
下
候
也
。

　

 

〔
封
筒
表
〕
小
石
川
小
日
向
台
町
壱
丁
目
十
九
番
地　

島
田
重
礼
殿　

親
展　

　
　
　
　
　
　

東
京
麴
町
区
壹
番
町
四
拾
五
番
地　

三
島
毅

　

 

〔
封
筒
裏
〕
封　

九
月
廿
九
日
夜　

〆
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〔
消
印
〕「
武
蔵
／
東
京
飯
田
町
／
廿
八
年
九
月
／
三
十
日
／
イ
便
」

20　

三
島
中
洲
書
簡　

島
田
重
礼
宛　

明
治
二
十
九
年
三
月
二
日

拝
啓
仕
候
。
愈
御
清
穆
奉
賀
候
。
陳
者
小
生
儀
不
斗
も
今
日
宮
内
省
御
用
召
ニ
而
東
宮
職

御
用
掛
り
被
仰
付
、
勅
任
待
遇
、
年
俸
千
八
百
円
被
下
申
候
。
右
ニ
付
は
大
学
嘱
託
講
師

折
角
御
推
薦
被
下
、
間
モ
無
之
ニ
辞
シ
不
申
而
ハ
不
相
成
事
と
相
成
、
右
等
御
相
談
ニ
罷

出
度
奉
存
候
。
明
日
何
時
頃
御
在
宅
ニ
候
哉
、
又
は
大
学
御
出
勤
先
へ
罷
出
候
而
も
宜
敷

候
間
、
時
間
ヲ
葉
書
ニ
而
被
仰
下
度
、
乍
恐
縮
奉
願
候
。
頓
首
。

三
月
二
日　
　

毅　
　

島
田
先
生
侍
史　

　

 

〔
封
筒
表
〕
小
石
川
小
日
向
台
町
壱
丁
目
十
九
番
地　

島
田
重
礼
殿　

親
展　

　
　
　
　
　
　

東
京
麴
町
区
壹
番
町
四
拾
五
番
地　

三
島
毅

　

 

〔
封
筒
裏
〕
封　

三
月
二
日　

21　

三
島
中
洲
書
簡　

野
口
多
内
宛　
（
明
治
三
十
三
年
）
十
一
月
二
十
九
日

拝
啓
、
寒
冷
之
候
愈
御
安
健
御
奉
職
奉
賀
候
。
老
生
依
然
矍
鑠
、
御
安
意
可
被
下
候
。
然

ハ
先
般
ハ
手
島
氏
突
然
罷
出
候
処
、
御
深
切
ニ
御
待
遇
被
下
、
万
事
好
都
合
ニ
テ
帰
国
致

し
、
同
氏
も
大
ニ
喜
ひ
居
申
候
。
右
ニ
御
托
し
貴
重
之
品
々
御
贈
り
被
下
、
厚
意
辱
拝
受

致
申
候
。
却
説
、
当
夏
以
来
之
変
事
ニ
ハ
実
ニ
御
一
命
如
何
と
心
配
致
居
候
処
、
高
運
ニ

而
御
免
れ
、
跡
ニ
而
ハ
御
名
も
揚
り
、
却
而
御
幸
と
相
成
、
竊
ニ
欣
慰
致
候
。
殊
ニ
近
来

ハ
俗
務
御
手
伝
被
成
、
引
続
本
職
ニ
御
附
之
由
承
り
、
別
而
致
欣
慰
候
。
此
上
は
御
勉
強

次
第
ニ
而
追
々
御
上
進
、
何
卒
父
母
及
旧
師
之
名
も
揚
り
候
様
奉
万
祈
候
。
老
拙
近
況
は

手
島
よ
り
委
細
御
聞
可
被
下
候
。
佐
渡
病
難
後
妙
ニ
恢
復
、
乍
老
衰
奉
職
致
居
候
。
然
し

仙
官
故
老
人
適
当
、
安
心
ニ
相
勤
居
候
。
傍
々
文
詞
相
楽
ミ
、
文
集
も
二
集
迄
上
木
候
ニ

付
、
今
般
贈
呈
致
候
。
御
閑
之
節
御
笑
覧
可
被
下
候
。
詩
も
近
著
一
部
添
呈
申
候
。
先
は

右
御
礼
旁
如
此
ニ
御
座
候
。
艸
々
不
宣
。

十
一
月
廿
九
日　
　

三
島
中
洲　
　

野
口
賢
兄

　

�

尚
々
御
郷
里
ゟ
毎
々
兄
之
事
御
尋
有
之
候
へ
共
、
消
息
不
知
ニ
付
返
書
不
差
出
、
今
般

は
巨
細
可
申
遣
と
存
候
也
。

　

 

〔
封
筒
表
〕
支
那　

北
京
公
使
館　

野
口
多
内
殿　

拙
著
三
部
贈
呈

　

 

〔
封
筒
裏
〕
〆　
「
東
京
麹
町
区
壹
番
町
四
拾
五
番
地
／
三
嶋
毅
」

22　

三
島
中
洲
書
簡　

野
口
多
内
宛　

明
治
三
十
七
年
七
月
二
十
一
日

久
振
接
御
手
書
、忙
手
拝
読
候
処
、愈
御
安
健
ニ
而
御
奉
務
之
由
奉
賀
候
。拙
老
依
然
頑
健
、

御
安
慮
可
被
下
候
。
書
中
被
仰
越
候
通
、
無
程
瀧
澤
氏
帰
朝
、
面
接
候
処
、
其
骨
貌
先
年

師
範
校
ニ
而
教
授
致
候
瀧
澤
ニ
似
タ
ル
ヲ
以
テ
相
尋
候
処
、
即
其
弟
ニ
テ
ア
リ
キ
。
同
氏

ニ
被
托
支
那
信
紙
一
函
、
武
威
山
誌
、
朱
子
学
的
各
一
部
、
文
公
肖
像
并
ニ
真
書
摺
本
御

贈
被
下
、皆
々
珍
敷
も
の
ニ
テ
重
宝
致
候
。
然
ル
ニ
朱
子
学
的
ハ
今
日
少
シ
不
流
行
ニ
付
、

翻
刻
之
儀
ハ
如
何
之
も
の
か
、
追
々
細
田
と
も
相
談
致
可
申
候
。
瀧
澤
氏
揮
毫
之
嘱
は
致

承
知
、出
立
迄
ニ
間
ニ
合
せ
可
申
候
。
先
は
右
御
礼
申
述
度
、如
此
ニ
御
座
候
。
匆
々
不
一
。

七
月
廿
一
日　
　

中
洲　
　

野
口
賢
兄

　

別
紙
御
序
ニ
佐
倉
へ
御
届
可
被
下
候
也

　

 

〔
封
筒
表
〕
大
清
国
福
州
日
本
領
事
館
／
野
口
多
内
殿
／
平
安
拝
復

　

 

〔
封
筒
裏
〕�

封　

大
日
本
国
「
東
京
麹
町
区
壹
番
町
四
拾
五
番
地
／
三
島
毅
」
甲
辰
七

月
廿
一
日

　

 

〔
消
印
〕�「
東
京
／
飯
田
町
／37-7-22

」「T
O
K
IO

／JA
PA
N

／22 JU
L 04

」「1 

A
U
G 04

」

　
 

〔
印
記
〕「
三
島
」「
佐
倉
」「
佐
倉
／
孫
三
」

23　

三
島
中
洲
書
簡　

福
島
安
正
宛　
（
明
治
四
十
五
年
）
七
月
二
日
付

拝
啓
、
軽
暑
之
候
。
愈
御
清
健
御
在
任
奉
賀
候
。
御
着
任
早
々
御
多
用
奉
察
候
。
過
日
は

宇
都
宮
君
ニ
托
シ
遥
行
送
別
拙
作
呈
置
候
。
定
テ
御
笑
覧
被
下
候
事
と
奉
察
候
。
却
説
此

　
　

野
口
多
内
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右
拙
老
門
人
ニ
テ
、
福
州
及
安
東
県
等
之
書
記
生
多
年
相
勤
、
近
来
ハ
辞
職
、
専
ラ
安
東

県
新
聞
ニ
従
事
致
居
候
者
ニ
御
座
候
。
御
近
場
ニ
罷
在
候
故
、
拝
謁
致
度
ニ
付
、
添
書
致

呉
候
様
頼
越
候
間
、
罷
出
候
へ
は
御
閑
隙
ニ
御
面
会
被
下
、
宜
敷
奉
願
候
。
先
ハ
右
御
依

頼
迄
如
此
ニ
御
座
候
。
頓
首
。

七
月
二
日　
　

毅　
　

福
島
都
督
殿

　

 

〔
封
筒
表
〕
関
東
都
督
福
島
安
正
殿　
　

門
人
野
口
多
内
持
参

　

 

〔
封
筒
裏
〕
〆　
「
東
京
麹
町
区
壹
番
町
四
拾
五
番
地
／
三
島
毅
」

Ⅲ　
三
島
中
洲
来
簡

24　

三
島
中
洲
来
簡
集
『
名
家
尺
牘
』
二
巻

①　

三
島
中
洲
題
字　

明
治
二
十
三
年

落
花
水
面
皆
文
章　

庚
寅
春
日
書
於
梅
窓
之
下　

中
洲

（
引
首
印
）「
黄
薇
人
」、（
落
款
印
）「
三
島
毅
字
遠
叔
」「
中
洲
漁

」

②　

三
島
中
洲
書
簡　

牧
馬
宛　

明
治
二
十
九
年
年
六
月
六
日

日
前
大
村
翁
弔
詞
差
出
候
処
、
多
忙
中
ニ
相
認
候
故
、
御
号
ヲ
誤
り
、
詩
も
声
律
ヲ
失
居

候
処
、
思
付
、
別
紙
之
通
り
認
直
シ
差
出
候
間
、
前
之
文
ハ
御
破
り
可
被
下
候
也
。

六
月
六
日　
　

中
洲　
　

牧
兄

　

 

〔
封
筒
表
〕�

作
州
津
山
町
田
町　
　

牧
馬
殿　
「
東
京
麹
町
壹
番
町
四
拾
五
番
地　

三

島
毅
」

　

 

〔
封
筒
裏
〕
〆　
　

六
月
六
日

③　

四
屋
恒
之
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
某
年
一
月
二
十
五
日

前
略
、
拙
文
一
篇
御
痛
正
奉
願
候
。
且
兼
而
御
依
頼
之
節
翁
略
伝
、
幸
此
度
片
山
氏
も
出

京
ニ
付
、
相
談
之
上
相
願
可
申
候
。
万
期
後
晤
、
草
々
不
一
。　
　

一
月
二
十
五
日　
　

恒
之　
　

中
洲
先
生

書
付
一
条
、
又
々
御
配
慮
奉
謝
候
。

　

 

〔
封
筒
表
〕
三
島
中
洲
老
台　
　

四
屋
恒
之

　

 

〔
封
筒
裏
〕
緘

④　

川
北
梅
山
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

一
両
日
は
非
常
ノ
暑
威
ニ
テ
老
体
尤
覚
難
堪
、
先
々
尊
履
佳
勝
奉
賀
候
。
兼
而
願
置
候
愚

稿
多
篇
、
御
多
忙
之
処
御
勉
強
被
下
、
殊
ニ
溢
美
ノ
御
細
評
ヲ
蒙
り
、
万
々
千
々
難
有
、

是
レ
ニ
テ
津
城
ノ
好
土
産
ト
成
り
申
候
。
と
ふ
か
両
三
日
ノ
内
ニ
ハ
御
出
立
可
被
成
、
暑

サ
ノ
時
節
随
分
御
自
愛
是
祈
候
。
匆
々
不
一
。

七
月
念
五　
　

長
顒　
　

中
洲
先
生

　

 

〔
封
筒
表
〕
壱
番
町
四
十
五
番
地　

三
島
中
洲
先
生　
　

尊
文
返
上

　

 

〔
封
筒
裏
〕
〆　

三
番
丁
七
十
五　
　

川
北
長
顒　
　

七
月
廿
五
日　

⑤　

土
居
香
国
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
四
十
一
年
七
月
十
一
日

華
翰
難
有
拝
読
仕
候
。
霪
霖
漸
開
晴
之
様
ニ
有
之
候
処
、
益
御
清
健
御
起
居
被
游
候
段
、

奉
恭
慶
候
。
陳
ハ
披
為
懸
御
念
、
御
懇
切
ニ
社
費
と
し
て
御
寄
贈
被
成
下
難
有
拝
受
、
御

芳
志
之
段
、
伏
而
奉
感
佩
候
。
且
又
高
作
御
恵
与
被
下
、
是
亦
難
有
拝
戴
、
目
下
鷗
集

四
十
五
編
編
纂
い
た
し
候
間
、
早
速
其
方
へ
登
載
之
事
ニ
取
計
ひ
候
。
御
蔭
を
以
紙
上
大

ニ
光
彩
相
発
し
候
。
尚
続
々
御
投
与
奉
希
上
候
。
不
取
敢
右
御
礼
申
上
度
、
捧
愚
札
候
。

恐
惶
頓
首
。

七
月
十
一
日　
　

通
豫
拝
手　
　

三
島
先
生
座
下
函
丈

　

 

〔
封
筒
表
〕
麹
町
壱
番
町
四
十
五
番
地　

三
島
毅
先
生　
　

座
下
函
丈

　

 

〔
封
筒
裏
〕�
緘　
「
東
京
市
千
駄
ヶ
谷
町
三
百
四
十
六
番
地　

随
鷗
吟
社
」
土
居
通
豫

明
治
四
十
一
年
七
月
十
一
日
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⑥　

信
夫
恕
軒
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
三
十
六
年
六
月
三
日

爾
後
不
得
拝
顔
、
漸
薄
暑
之
候
ニ
相
向
候
処
、
筆
研
御
清
穆
、
大
慶
奉
存
候
。
然
は
毎
々

恐
縮
之
至
ニ
御
座
候
得
共
、
拙
文
一
篇
御
叱
正
奉
願
候
。
其
内
拝
趨
万
御
礼
可
申
上
候
。

来
ル
六
日
中
村
敬
宇
十
三
年
忌
辰
ニ
付
、
定
而
御
招
待
申
上
候
事
ト
奉
存
候
。
私
も
参
り

申
候
間
、
其
節
迄
ニ
奉
願
候
。
先
は
願
用
迄
、
匆
々
頓
首
。

六
月
三
日　
　

信
夫
粲　
　

中
洲
先
生

　

 

〔
封
筒
表
〕
麹
町
区
一
番
町
四
十
五
番
地　

三
嶋
中
洲
先
生
侍
史

　

 

〔
封
筒
裏
〕
〆　

六
月
三
日
夕
刻　

小
石
川
大
和
町
十
三
番
地　

信
夫
粲

⑦　

堤
静
斎
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
某
年
二
月
十
七
日

拝
呈
、
然
は
横
浜
師
範
学
校
長
多
田
実
氏
催
シ
ニ
テ
杉
田
観
梅
之
約
ア
リ
、
該
地
県
令
も

被
参
候
由
、
同
行
ハ
三
洲
・
呉
江
・
小
生
ナ
リ
。
先
生
ニ
モ
御
奮
発
相
成
候
様
斎
藤
氏
よ

り
申
上
候
得
共
、
猶
小
生
ゟ
御
誘
候
様
ニ
ト
ノ
事
也
。
御
同
意
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
来
ル
廿
三

日
午
前
十
一
時
之
汽
車
ニ
て
発
ス
ヘ
ク
候
間
、
新
橋
停
車
場
へ
向
ケ
御
来
車
被
下
度
候
。

尤
雨
天
ナ
レ
ハ
順
延
之
筈
。

二
月
十
七
日　
　

堤
正
勝
拝　
　

三
島
毅
殿

　

 

〔
封
筒
表
〕
壱
番
町
四
十
三
番
地　

三
島
毅
殿　
　

堤
正
勝　

飯
田
町
六
丁
目

　

 

〔
封
筒
裏
〕
緘

⑧　

高
辻
修
長
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

大
正
六
年
七
月
九
日

拝
啓
、
寒
気
増
加
之
節
、
益
御
清
康
奉
賀
候
。
過
日
来
供
奉
御
苦
労
奉
存
候
。
静
浦
風
光

想
像
、
欽
羨
々
々
。
迂
生
不
相
変
湘
海
ニ
行
吟
致
居
候
。
御
一
笑
可
被
下
候
。
扨
毎
度
御

面
働
至
恐
入
候
得
共
、
別
紙
拙
作
御
間
隙
之
節
何
卒
御
斧
正
奉
願
度
候
。
猶
又
毎
々
御
深

切
御
尋
被
下
候
豚
児
全
癒
、
十
一
月
十
五
日
三
笠
へ
帰
艦
仕
候
。
乍
憚
御
放
慮
希
候
。
貴

君
ニ
は
歳
末
よ
り
新
年
ニ
か
け
如
例
御
帰
京
之
事
奉
存
候
。
於
宮
中
可
得
拝
顔
存
候
。
過

日
之
初
雪
ハ
意
外
積
地
候
。
其
節
ハ
小
生
帰
東
京
居
候
。
寒
気
ニ
閉
口
仕
候
。
今
日
ハ
快

晴
如
春
、
散
策
相
楽
申
候
。
匆
々
敬
具
。

十
二
月
十
七
日　
　

修
長　
　

三
島
老
先
生
榻
下

　

尚
々
時
下
御
自
愛
専
一
奉
祈
候
也
。

　

�

追
申
、
御
旅
館
ハ
不
相
替
保
養
館
と
存
候
。
安
藤
ハ
在
東
京
と
申
事
候
得
共
、
今
尾
老

女
ハ
弥
々
勉
強
御
待
遇
申
上
候
事
と
存
候
也
。

　

�

副
啓
、
拙
作
中
七
星
剣
ト
ハ
今
般
豚
児
へ
差
遣
候
剣
、
従
来
ノ
名
ニ
テ
ハ
無
之
候
。
破

軍
ノ
字
も
有
之
候
儀
ニ
付
、
相
用
候
次
第
ニ
御
座
候
間
、
若
も
不
都
合
ナ
ル
故
事
も
候

ハ
ヽ
御
刪
除
奉
願
候
。
頓
首　

修
長

　

 

〔
封
筒
表
〕�

東
京
麹
町
区
一
番
町
四
十
五　

三
島
中
洲
先
生
机
下

　

堤
正
勝　

飯
田
町
六
丁
目

　

 

〔
封
筒
裏
〕
〆　
　

七
月
九
日　
　

相
州
鎌
倉
稲
瀬
川　

高
辻
修
長

⑨　

渡
辺
千
秋
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
四
十
年
九
月
二
十
五
日

謹
啓
、益
御
安
泰
奉
恭
賀
候
。毎
々
恐
悚
之
至
ニ
御
座
候
得
共
、別
紙
何
卒
御
電
鑑
被
成
下
、

御
批
正
之
程
奉
懇
願
候
。
参
上
可
願
上
候
処
、
皇
太
子
殿
下
御
発
途
前
頗
取
込
居
、
書
中

之
段
不
悪
御
海
容
奉
願
上
候
。
早
々
、
敬
具
再
行
。

九
月
二
十
五
日　
　

秋　
　

三
島
先
生
閣
下
侍
史

　

 

〔
封
筒
表
〕
麹
町
区
一
番
町
四
五
番
地　

東
宮
侍
講
三
嶋
毅
殿　

親
展

　

 

〔
封
筒
裏
〕
緘　

芝
高
輪
南
町
七　

渡
辺
千
秋

⑩　

信
夫
恕
軒
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
某
年
十
一
月
二
十
日

其
後
は
久
々
打
絶
罷
過
候
。
時
下
秋
冷
日
増
ニ
劇
敷
相
成
候
。
益
御
清
福
大
慶
奉
存
候
。

扨
兼
被
仰
聞
候
通
、
毎
火
曜
日
二
松
学
舎
へ
参
堂
、
未
熟
ナ
ル
拙
講
仕
候
処
、
諸
生
共
謹

ン
テ
相
聴
申
候
。
サ
ス
ガ
ニ
平
生
ノ
素
養
ニ
因
テ
然
ル
者
ト
感
服
罷
在
候
。
惟
し
拙
老
ノ

浅
学
ニ
て
別
ニ
名
説
も
無
之
、
気
の
毒
千
万
ト
奉
存
候
。
御
序
ニ
宜
敷
被
仰
聞
置
可
被
下

候
。
将
又
毎
度
恐
入
候
得
共
、
碑
文
序
文
雑
文
共
ニ
三
首
御
叱
正
奉
願
候
。
何
レ
も
上
木
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并
ニ
金
石
文
ニ
御
座
候
間
、
後
人
ノ
笑
ヲ
免
度
、
敢
願
候
事
ニ
御
座
候
。
随
時
御
自
愛
奉

祈
候
也
。
頓
首
。

十
一
月
廿
日　
　

粲
拝　
　

中
洲
先
生

以
上
、「

伍
」。」

⑪　

香
川
敬
三
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
三
十
九
年
一
月
三
日

拝
賀
新
年
、
拝
啓
、
旧
年
は
病
中
失
礼
仕
候
。
扨
御
書
中
御
申
聞
一
々
拝
承
仕
候
。
御
申

聞
之
通
ニ
而
何
等
異
存
無
之
候
間
、
可
然
奉
願
候
。
但
シ
四
年
十
二
月
ト
御
認
之
所
ハ
三

年
十
二
月
ナ
リ
（
慶
応
三
年
丁
卯
十
二
月
）。
其
他
は
御
認
之
通
り
ニ
而
可
然
奉
存
候
。

密
勅
云
々
、
御
尤
ニ
奉
存
候
。
只
小
生
之
心
付
は
皇
室
再
興
ノ
文
字
如
何
、
可
然
候
哉
、

王
政
復
古
ト
カ
王
政
維
新
ト
カ
ニ
而
ハ
如
何
ヤ
ト
奉
存
候
。
是
又
強
而
申
上
候
程
之
事
も

無
之
、
御
断
行
奉
願
候
。
右
乍
延
引
拝
復
迄
、
如
此
御
座
候
。
敬
具
。

一
月
二
日　
　

敬
三　
　

三
島
様
侍
史

　

 

〔
封
筒
表
〕
三
島
東
宮
侍
講
殿　

親
展
拝
復

　

 

〔
封
筒
裏
〕
封　

一
月
三
日　
　

香
川
敬
三

　

＊�

「
式
部
長
従
二
位
勲
一
等
男
爵
三
宮
君
墓
碑
銘
」（『
中
洲
文
稿
』
第
三
集
巻
二
上
）

の
措
辞
に
関
す
る
意
見
。

⑫　

渋
沢
栄
一
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
四
十
年
七
月
二
日
付

尊
翰
拝
読
、
益
御
清
適
奉
賀
候
。
然
は
先
般
御
願
申
上
候
尾
高
藍
香
碑
文
御
脱
稿
之
趣
ニ

て
御
送
付
被
下
、
拝
見
仕
候
。
右
ニ
て
別
ニ
愚
見
等
申
上
候
事
共
無
之
候
得
共
、
尚
近
親

之
人
々
に
も
相
示
し
、
書
は
日
下
部
君
へ
相
願
申
度
奉
存
候
ニ
付
、
是
又
御
含
置
可
被
下

候
。
い
つ
れ
其
中
拝
趨
御
礼
可
申
上
候
も
、
不
取
敢
一
書
奉
答
仕
候
。
匆
々
敬
具
。　

七
月
二
日　
　

渋
沢
栄
一　
　

三
島
先
生
玉
案
下

　

 

〔
封
筒
表
〕
麹
町
区
一
番
町　

三
島
毅
様　

拝
復　
　

兜
町　

渋
沢
栄
一

　

 

〔
封
筒
裏
〕
封　

七
月
二
日

⑬　

尾
崎
忠
治
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
某
年
六
月
十
七
日

拝
見
、
愈
御
清
適
御
起
居
奉
南
寿
候
。
墨
陀
以
来
甚
々
疎
遠
、
一
向
御
尋
問
不
申
上
、
御

無
音
之
段
御
海
容
奉
願
候
。
陳
長
谷
氏
之
一
条
縷
々
御
紙
表
之
旨
敬
承
、
坂
本
氏
ハ
別
而

無
如
才
、
事
ニ
就
き
不
日
ニ
相
談
ニ
及
ヒ
可
申
候
。
今
朝
出
頭
懸
、
不
能
委
細
貴
酬
間
、

余
ハ
拝
青
ニ
譲
候
也
。
再
行
。

六
月
十
七
日　
　

忠
治　
　

三
島
先
生
侍
史

　

 

〔
封
筒
表
〕
三
島
毅
殿　

尾
崎
忠
治　

拝
復

　

 

〔
封
筒
裏
〕
封　

六
月
十
七
日

⑭　

島
田
重
礼
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
二
十
八
年
三
月
七
日

華
翰
拝
閲
、
爾
来
御
無
音
仕
候
。
微
暄
相
催
候
処
、
貴
恙
引
続
御
快
方
奉
抃
賀
候
。
学
士

会
院
一
条
、
如
来
諭
老
成
凋
落
、
御
同
慨
之
至
御
座
候
。
候
補
者
之
儀
ニ
付
御
心
附
被
下
、

大
謝
仕
候
。
早
速
御
返
書
可
仕
処
、
今
朝
出
産
有
之
取
込
居
、
大
延
引
仕
候
。
先
ハ
右
御

礼
迄
、
書
外
拝
眉
縷
述
可
仕
候
。
草
々
頓
首
。

三
月
七
日　
　

重
礼
拝　
　

三
島
先
生

　

 

〔
封
筒
表
〕
麹
町
区
壹
番
町
四
十
五
番
地　

三
島
毅
殿

　

 

〔
封
筒
裏
〕
封　

小
日
向
台
町　

島
田
重
礼　

三
月
七
日

⑮　

広
橋
賢
光
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
三
十
二
年
二
月
二
十
五
日

拝
啓
、
尊
父
毅
殿
満
七
十
年
ニ
被
達
候
ニ
付
、
来
月
三
日
芝
紅
葉
館
ニ
於
而
寿
宴
催
相
成

候
ニ
付
、
小
生
ヘ
モ
御
案
内
被
成
下
、
難
有
存
候
。
欣
然
出
席
可
仕
筈
ニ
候
得
処
、
過
日

来
流
行
感
冒
ニ
罹
り
未
タ
全
快
仕
兼
候
間
、
甚
以
テ
乍
残
念
御
断
申
上
候
。
為
其
早
々
如

此
ニ
御
座
候
。
頓
首
。

二
月
廿
五
日　
　

広
橋
賢
光　
　

三
島
復
殿　

同
広
殿　

同
桂
殿

　

二
白
、
御
近
著
一
部
拝
戴
仕
、
難
有
存
候
。
万
々
御
礼
申
上
候
。
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〔
封
筒
表
〕
麹
町
区
壹
番
町
四
十
五　

三
島
桂
殿　

親
展

　
 

〔
封
筒
裏
〕
〆　

元
園
町
一
ノ
十
一　

広
橋
賢
光　

不
参
（
朱
筆
）

⑯　

阪
谷
芳
郎
書
簡　

三
島
中
洲
宛　

明
治
某
年
九
月
二
十
四
日

貴
書
拝
誦
仕
候
。
益
々
御
清
祥
奉
慶
賀
候
。
誠
忠
録
序
文
、
御
多
用
中
ニ
モ
不
拘
速
ニ
御

起
草
被
下
、
難
有
奉
存
候
。
御
令
息
台
湾
彩
票
下
請
負
ニ
御
従
事
ノ
コ
ト
、
過
日
野
崎
氏

ヨ
リ
一
寸
内
談
有
之
候
ニ
付
、
小
生
ハ
不
賛
成
ノ
旨
ヲ
答
ヘ
ヲ
キ
候
処
、
御
来
示
ニ
ヨ
レ

ハ
右
ハ
御
令
息
ヨ
リ
先
方
へ
御
断
リ
相
成
候
由
。
彩
票
下
請
ノ
コ
ト
ハ
収
入
ノ
点
ヨ
リ
見

レ
ハ
一
寸
善
キ
コ
ト
ノ
様
ニ
考
ヘ
ラ
レ
候
得
共
、
御
令
息
ノ
将
来
永
遠
ノ
発
達
ヨ
リ
考
フ

ル
ト
キ
ハ
御
断
り
相
成
候
方
其
当
ヲ
得
タ
ル
儀
ト
存
候
。
匆
々
不
一
。

九
月
廿
四
日　
　

阪
谷
芳
郎　
　

三
島
先
生
侍
史

　

 

〔
封
筒
表
〕
麹
町
区
壹
番
町
四
五　

三
島
毅
殿　

親
展

　

 

〔
封
筒
裏
〕
〆　

小
石
川
原
町　
　

阪
谷
芳
郎

⑰　

三
島
中
洲
書
簡　

豊
原
宛　

明
治
四
十
一
年
三
月
九
日

拝
見
仕
候
。
然
ハ
明
日
午
前
第
十
時
頃
杉
本
同
道
御
来
臨
之
儀
、
承
知
仕
候
。
彼
之
モ
ノ

モ
明
日
ハ
十
二
時
ヨ
リ
学
校
へ
帰
り
候
筈
ニ
而
、
午
前
ハ
拙
宅
ニ
滞
留
、
僕
も
午
後
ハ
他

出
之
約
ア
リ
、
誠
ニ
都
合
宜
敷
候
間
、
十
時
ニ
御
待
申
上
候
也
。

三
月
九
日　
　

毅　
　

豊
原
兄

⑱　

三
島
中
洲
書
簡　

杉
本
重
遠
宛　

明
治
四
十
一
年
三
月
十
四
日

貴
書
拝
見
仕
候
。
過
日
ハ
遠
方
態
々
御
来
訪
被
下
、
奉
多
謝
候
。
彼
一
件
も
親
族
へ
対
し

誠
ニ
気
之
毒
千
万
、
日
夜
心
痛
致
候
へ
共
、
何
分
大
金
之
事
ニ
而
非
力
所
及
、
然
ル
ニ
御

仲
裁
ニ
御
入
被
下
、
七
月
迄
延
期
ニ
御
取
計
被
下
候
由
。
然
ル
上
ハ
近
々
野
﨑
ヘ
モ
御
苦

労
被
下
、
又
拙
老
モ
此
月
末
迄
ニ
ハ
帰
京
モ
仕
候
故
、
徐
々
好
案
モ
出
来
可
申
、
一
先
安

心
仕
候
。
右
野
﨑
へ
御
出
張
被
下
候
前
ニ
ハ
一
寸
御
一
報
可
被
下
候
。
添
書
差
出
可
申
候
。

先
ハ
御
受
旁
御
礼
申
上
度
、
如
此
ニ
御
座
候
。
頓
首
。

三
月
十
四
日　
　

毅　
　

杉
本
賢
兄

　

 

〔
封
筒
表
〕
上
州
伊
勢
崎
町
銀
行　

杉
本
重
遠
殿　

拝
復

　

 

〔
封
筒
裏
〕�

封　

相
州
葉
山
長
蛇
園
寓「
東
京
麹
町
区
壹
番
町
四
拾
五
番
地　

三
島
毅
」

三
月
四
日

以
上
、「

肆
」。」

Ⅳ　
三
島
中
洲
の
知
人
た
ち
の
書

25　

山
田
方
谷
書
幅　
（
建
白
書
）（
魚
水
実
録 

上 p112-114

所
収
）

抑
我
か
大
日
本
三
十
年
以
来
一
ツ
の
大
病
を
根
ざ
し
、
十
年
前
よ
り
追
々
表
発
い
た
し
、

四
五
年
こ
の
か
た
其
症
益
重
り
今
日
の
容
体
ニ
至
り
た
る
に
て
、
俄
に
起
り
し
病
ニ
あ
ら

ず
。
此
病
の
根
を
絶
ん
と
せ
ば
、
一
ツ
の
荒
療
治
を
施
さ
ざ
れ
ハ
年
来
深
痼
の
病
根
絶
切

り
快
復
ニ
至
る
時
あ
る
へ
か
ら
ず
。
其
病
根
を
尋
ぬ
れ
ハ
開
国
鎖
国
の
二
ツ
よ
り
天
下
人

心
二
ツ
ニ
分
れ
相
争
ふ
を
根
元
と
す
。
故
に
鎖
国
を
主
と
し
て
攘
夷
を
行
ふ
時
は
外
国
と

戦
ふ
て
一
旦
苦
し
ミ
を
受
け
、
開
国
を
主
と
し
て
交
易
を
行
ふ
時
は
我
国
中
と
戦
ふ
て
是

亦
一
旦
の
苦
し
ミ
を
受
る
に
至
る
。
此
二
ツ
は
荒
療
治
に
し
て
一
度
ハ
苦
し
ミ
を
忍
び
療

治
を
施
さ
ず
し
て
ハ
病
根
を
絶
の
期
あ
る
べ
か
ら
す
。
然
る
に
四
五
年
来
の
形
勢
を
見
る

に
、た
と
へ
外
国
人
と
戦
ふ
と
も
一
家
に
同
じ
き
我
国
人
と
戦
ふ
に
ハ
忍
び
ざ
る
事
ゆ
へ
、

何
分
ニ
も
攘
夷
の
荒
療
治
を
施
さ
せ
た
ま
ひ
て
鎖
国
ニ
さ
へ
成
る
に
於
て
ハ
、
開
国
を
好

む
人
あ
り
と
い
へ
ど
も
三
百
年
致
し
来
り
の
事
な
れ
ハ
、
自
然
に
心
服
し
日
本
一
致
と
な

り
て
終
ニ
外
夷
を
逐
ひ
退
け
年
来
の
病
根
は
絶
つ
に
至
る
べ
し
と
存
ず
る
の
処
へ
、
其
療

治
ハ
公
儀
に
て
お
ぼ
し
め
し
に
叶
せ
ら
れ
ざ
る
か
に
て
、
開
国
の
方
の
御
療
治
と
成
さ
れ

し
よ
り
、
果
し
て
我
国
中
の
戦
ひ
と
成
り
今
日
天
下
万
民
の
苦
し
ミ
は
限
り
も
無
き
事
な

れ
ど
も
、
こ
れ
ハ
元
よ
り
覚
悟
の
前
に
て
先
年
よ
り
す
こ
し
先
見
の
立
ち
し
も
の
ハ
明
鏡

に
懸
て
み
る
が
如
く
今
更
驚
き
歎
く
べ
き
に
あ
ら
ず
。
此
苦
し
ミ
を
忍
び
療
治
を
仕
お
ふ
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せ
た
ま
ふ
時
は
、
終
ニ
鎖
国
攘
夷
を
主
張
す
る
激
徒
ど
も
ハ
不
残
平
げ
尽
し
た
ま
ひ
て
大

開
国
と
成
り
、
西
洋
と
同
様
の
国
柄
と
も
成
り
な
ハ
是
も
ま
た
病
根
ハ
絶
へ
ぬ
べ
し
。
療

治
の
方
は
う
ら
は
ら
と
か
は
れ
ど
も
、
鎖
国
攘
夷
ハ
下
剤
を
用
ゆ
る
如
く
、
開
国
交
易
ハ

吐
剤
を
用
ゆ
る
如
く
、
何
れ
も
一
ツ
の
荒
療
治
ゆ
へ
、
一
旦
の
苦
し
ミ
ハ
忍
び
ざ
れ
ハ
病

根
を
絶
つ
事
ハ
な
り
が
た
し
。
然
る
に
年
来
の
大
病
人
ニ
荒
療
治
を
施
す
時
は
、
眼
前
其

療
治
の
為
ニ
苦
痛
す
る
を
見
る
に
忍
び
す
し
て
此
療
治
ハ
止
め
、
補
薬
を
用
ひ
暫
時
を
安

か
ら
し
め
ん
と
す
る
時
ハ
今
日
戦
を
止
め
和
談
を
用
ゆ
る
の
外
あ
る
べ
か
ら
ず
。
去
な
が

ら
前
の
二
ツ
の
荒
療
治
に
て
も
も
し
仕
損
じ
た
る
時
ハ
全
く
療
治
に
よ
り
て
命
を
失
ふ
に

至
る
も
あ
る
べ
け
れ
ハ
、
こ
れ
も
い
づ
れ
を
よ
し
と
も
い
ひ
が
た
し
。
し
か
し
荒
療
治
を

施
し
一
旦
の
苦
し
ミ
を
忍
ぶ
も
、
病
を
絶
ち
命
を
救
は
ん
と
す
る
大
仁
心
よ
り
起
り
眼
前

の
苦
痛
を
ハ
顧
ミ
ざ
る
な
る
べ
く
、
又
眼
前
の
苦
し
ミ
を
見
る
に
忍
ず
し
て
荒
療
治
は
止

め
補
薬
に
て
暫
時
を
安
か
ら
し
め
ん
す
る
も
ま
た
仁
心
よ
り
出
し
事
な
れ
ハ
、
是
も
ま
た

い
づ
れ
を
あ
し
ゝ
と
も
い
ゝ
が
た
し
。
此
処
は
人
々
の
お
も
ひ
お
も
ひ
に
任
せ
各
其
仁
心

の
た
け
を
尽
さ
し
む
る
の
外
は
あ
る
べ
か
ら
す
。
今
日
公
儀
に
て
ハ
開
国
の
荒
療
治
最
中

な
れ
ハ
、
我
君
上
に
も
其
療
治
を
貫
き
通
し
遊
し
た
く
と
お
ぼ
し
め
す
も
、
天
下
万
世
を

御
救
ひ
遊
さ
れ
た
き
御
仁
心
な
れ
ハ
、
そ
れ
を
あ
し
き
と
て
御
止
め
も
ふ
す
も
い
か
が
な

り
。
又
眼
前
の
苦
し
ミ
を
見
る
に
忍
び
ず
し
て
こ
の
御
療
治
ハ
ぜ
ひ
御
止
め
遊
さ
れ
和
談

に
遊
さ
れ
た
く
も
ふ
し
上
る
も
ま
た
仁
心
な
れ
ハ
、
こ
れ
も
あ
し
き
と
て
止
め
べ
き
に
も

あ
ら
ず
。
さ
れ
ハ
人
々
思
ひ
思
ひ
一
己
の
仁
心
を
尽
す
外
ハ
あ
ら
じ
と
そ
お
も
ふ
。

26　

島
田
篁
村
書
幅　

七
言
絶
句
「
蓬
牎
載
筆
図
」

春
江
水
暖
碧
如
油　

載
筆
扁
舟
任
去
留　

一
段
艸
終
茶
未
熟　

蓬
窓
叉
手
対
閑
鷗

蓬
牎
載
筆
図　
　

篁
邨
居
士

（
引
首
印
）「
閑
有
趣
」、（
落
款
印
）「
島
田
重
礼
」「
敬
甫
」

27　

信
夫
如
軒
書
幅　

七
言
絶
句

孔
訝
戦
端
開
一
鐘　

惜
他
三
策
不
成
功　

猴
郎
亦
識
有
今
日　

嘗
畏
座
隅
黧
面
翁

恕
軒
学
人
粲

（
引
首
印
）「
白
石
青
泉
冷
喚
人
」、（
落
款
印
）「
信
夫
粲
印
」「
天
則
」

28　

堤
静
斎
書
幅　

七
言
律
詩

松
露
歌
哀
日
月
陰　

玉
鑾
北
去
賊
氛
侵　

奪
輿
謀
寄
回
天
力　

白
樹
詩
描
許
国
心

世
乱
孤
臣
名
早
顕　

事
非
末
路
恨
尤
深　

忠
肝
更
覚
老
逾
壮　

擬
伍
当
年
刺
客
林

静
斎
隄
勝

（
引
首
印
）「
竹
外
一
枝
書
屋
」、（
落
款
印
）「
隄
正
勝
印
」「
静
斎
」

29　

長
三
洲
書
幅　

七
言
律
詩

神
魚
振
鬣
大
塊
舞　

女
媧
石
破
落
愁
雨　

騰
陽
如
甑
冬
雲
熱　

蟄
虫
啾
吟
啓
牖
戸

玉
燭
不
調
妖
鬼
蹲　

碧
翁
垂
泣
波
臣
冤　

驕
甲
惰
兵
紛
不
戢　

火
燎
于
原
将
自
焚

三
洲
居
士
録
旧
製

（
引
首
印
）「
東
西
南
北
人
」、（
落
款
印
）「
炗
字
共
人
」「
三
洲
書
画
」

30　

末
松
青
萍
書
幅　

五
言
律
詩
「
日
窟
園
小
集
」

白
駒
駆
得
好　

来
挙
故
人
觴　

義
士
終
焉
地　

将
軍
啼
始
場

南
薫
度
苔
砌　

空
翠
落
書
堂　

半
日
清
遊
足　

陶
然
百
事
忘

日
窟
園
小
集　
　

謙

（
引
首
印
）「
肝
膽
奉
至
尊
」、（
落
款
印
）「
謙
字
受
卿
」「
号
青
萍
」

31　

三
島
兄
弟
妹
（
舒
太
郎
・
中
洲
・
増
子
）
肖
像

明
治
十
四
年
辛
巳
夏
、
家
兄
縄
正
君
妹
増
見
来
訪
、
因
留
宿
二
月
、
毅
得
紀
実
詩
三
首
、

臨
別
写
三
人
真
像
、
題
之
其
上
以
示
子
孫
。

家
山
路
千
里　

客
懐
何
時
忘　

一
夜
雁
魚
信　

兄
妹
報
来
訪　

驚
喜
抃
且
舞　
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■■■Ⅴ　資 料 編

黙
禱
期
无
妄　

灑
掃
命
僮
奴　

修
繕
雇
工
匠　

妻
児
更
衣
裳　

日
々
倚
門
望

果
見
双
車
至　

引
手
登
堂
上　

寒
暄
不
須
叙　

相
笑
喜
無
恙　

絮
々
談
無
次

聚
首
酌
濁
醸　

多
年
契
濶
恨　

一
朝
便
舒
暢　

台
麓
賞
花
筵　

濹
上
観
月
舫

晨
提
又
暮
携　

六
旬
不
曽
曠　

人
間
天
倫
楽　

何
物
相
比
況　

四
十
年
前
夢

回
想
忽
悽
愴　

三
人
共
幼
孩　

戯
嬉
侍
慈
帳　

々
中
今
無
人　

十
年
負
奉
養

右
五
月
五
日
迎
兄
妹

嗚
呼
先
考
墓　

何
以
在
此
地　

距
今
四
十
年　

客
寓
奉
吏
事　

一
朝
罹
暴
疾

溘
然
帰
消
澌　

同
舎
幸
有
人　

拮
据
葬
荒
寺　

近
歳
吾
住
此　

晨
昏
掃
墓
隧

湫
隘
且
卑
湿　

乃
生
遷
移
志　

況
今
兄
妹
来　

機
会
不
可
棄　

試
掘
墓
下
棺

棺
朽
沙
土
被　

撥
砂
又
披
土　

和
涙
拾
枯
骴　

台
麓
高
爽
処　

竹
樹
最
幽
邃

卜
吉
此
遷
葬　

霊
也
定
欣
憙　

回
首
想
幼
時　

三
人
曽
不
記　

今
日
共
白
頭

始
雪
不
孝
愧　

所
憾
先
妣
碑　

故
山
独
嵬
巋　

遺
骨
分
一
片　

託
兄
遠
合
瘞

黄
泉
若
有
知　

応
慰
同
穴
思

右
六
月
四
日
遷
墓

相
逢
如
昨
日　

屈
指
月
既
再　

兄
妹
亦
有
家　

児
孫
恨
掩
滞　

帰
期
不
可
緩

怱
々
共
割
愛　

片
帆
去
無
迹　

海
天
雲
靉
靆　

躊
躇
不
能
去　

有
似
児
女
態

嗟
吾
年
五
十　

慕
親
々
已
逝　

々
者
不
可
追　

又
慕
兄
与
妹

右
六
月
二
十
九
日
送
兄
妹

明
治
二
十
四
年
夏
五
月
、
書
於
寒
流
石
上
一
株
松
舎
、
時
毅
年
六
十
二
、
兄
妹
亦
健
。

従
五
位
三
島
毅
（
落
款
印
）「
三
島
毅
字
遠
叔
」「
中
洲
漁

」
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企
画
展
「
三
島
中
洲
と
近
代
」
も
今
回
で
一
一
回
目
、
こ
れ
ほ
ど
長
続
き
す
る
企
画

に
な
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
次
こ
そ
は
ネ
タ
切
れ
に
な
る
か
と
思
い
な
が
ら

続
け
て
き
た
が
、
次
々
に
資
料
の
寄
贈
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
私
立
大
学
戦
略

的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
二
〇
一
五
～
一
九
年
度
）
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
、
平

成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
か
ら
の
一
三
年
間
に
、「
三
島
中
洲
と
近
代
」
だ
け
で
一
一
回
、

そ
の
他
に
「
芳
野
金
陵
と
幕
末
日
本
の
儒
学
」（
二
〇
一
五
）、「
新
収
資
料
展
：
近
代
漢
学
の
諸
相
」（
二
〇
一
七
）、

「
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
と
一
九
世
紀
欧
州
東
洋
学
」「
大
沼
枕
山
・
鶴
林
と
永
井
荷
風『
下
谷
叢
話
』」（
二
〇
一
九
）、

「
近
代
作
家
の
自
筆
原
稿
―
花
岡
虎
三
氏
蒐
集
資
料
ほ
か
―
」（
二
〇
二
〇
）、「
黎
明
期
の
歴
史
学
」（
二
〇
二
二
）

な
ど
、
三
島
中
洲
は
じ
め
一
九
世
紀
の
漢
学
関
係
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示
紹
介
し
て
き
た
。
貴
重

な
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
各
位
に
少
し
で
も
報
い
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

再
来
年
二
〇
二
七
年
は
、
山
田
方
谷
の
歿
後
一
五
〇
年
、
二
松
学
舎
創
立
一
五
〇
年
に
当
た
る
。
今
回
そ
の

一
端
を
紹
介
し
た
西
三
島
家
資
料
や
そ
の
後
に
寄
贈
を
受
け
た
神
戸
家
資
料
な
ど
の
新
資
料
を
中
心
に
、
今
し

ば
ら
く
企
画
展
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

来
た
る
九
月
二
十
日
（
土
）
に
は
講
演
会
「
書
簡
資
料
か
ら
み
る
山
田
方
谷
と
三
島
中
洲
」
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
聴
い
た
だ
き
大
方
の
ご
垂
教
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
な
る
が
、
い
つ
も
な
が
ら
図
書
館
諸
氏
、
丸
善
雄
松
堂
の
山
崎
和
正
氏
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。�

（
町
　
泉
寿
郎
）

編
集

後
記
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